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西条市長
伊藤宏太郎

　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見
積もりをまとめた「計画」のことです。決算とは、実際の収支
をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類
　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区
分する必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する
会計です。

一般会計

特別会計

企業会計
※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。
　市民１人当たりの計算は、平成23年３月31日現在の人口（114,227人）を基にしています。
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平成22年度の主な事業
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予算額 453億1,523万円

歳　入 441億2,337万円

歳　出 417億6,402万円

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成23年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

23億5,935万円…Ａ

２億9,488万円…Ｂ

20億6,447万円

441億2,337万円

市税
163億4,283万円
　　  37.0％

地方交付税
88億4,662万円
　　　 20.0％

国庫支出金
56億3,562万円
　　   12.8％

市債
29億7,850万円 6.8％

県支出金
28億5,967万円 6.5％

繰越金
23億696万円 5.2％

その他
分担金・負担金、使用料・手数料など
51億5,317万円 11.7％

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さん
　　に納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付
　　されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
　　付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから借
　　り入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交
　　付された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこと
　　をいいます。事業を持ち越すことで必要にな
　　ったお金も含みます。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受け
　　た人に負担していただいたお金です。
　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の
　　交付など、特定の行政サービスを受けた人に
　　負担していただいたお金です。

市たばこ税　5,917円　4.1％ その他（軽自動車税など）　2,406円　1.7％

民生費
137億576万円
　　　　32.8％

総務費
68億1,371万円
　　   16.3％公債費

49億7,384万円
　　 11.9％

土木費
45億2,249万円
　　 　10.8％

衛生費
34億5,053万円
　　　　8.3％

教育費
32億5,015万円
　　　7.8％

農林水産業費
17億3,008万円

4.1％

417億6,402万円

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社
　　会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、
　　監査事務など市の総括的な事務に使ったお金
　　です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）の
　　返済などに使ったお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整
　　備や維持管理に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、
　　健康で衛生的な生活環境を保つために使った
　　お金です

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体
　　育など、教育各般に使ったお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使
　　ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。
　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使っ
　　たお金です。
　消防費：消防や救急活動に使ったお金です。
　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な
　　どに生じた被害を復旧するために使ったお金
　　です。

議会費、商工費、消防
費、災害復旧費など
33億1,746万円
　　　　8.0％

その他

市の借金返済　43,543円 11.9％
道路・公園等の整備　39,592円 10.8％

教育・文化　30,208円　8.3％ 健康・衛生　28,453円 7.8％

農林水産業の振興
15,146円 4.1％
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固定資産税
78,764円　55.1％

福祉の充実
119,987円 32.8％

市の運営
59,651円
16.3％

その他　
29,043円
8.0％

その他　
29,043円
8.0％

市民税
55,986円　39.1％
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国民健康保険 127億8,324万円 124億  640万円 122億7,650万円 1億2,990万円
老人保健 2,212万円 1,963万円 1,963万円 0　円
介護保険 100億9,351万円 97億4,252万円 94億8,626万円 2億5,626万円
 うち介護保険事業勘定 96億2,228万円 92億7,500万円 91億6,662万円 1億　838万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 4億7,123万円 4億6,752万円 3億1,964万円 1億4,788万円
簡易水道事業 1億3,996万円 1億3,078万円 1億3,078万円 0　円
公共下水道事業 39億　256万円 38億　554万円 38億　554万円 0　円
小規模下水道事業 6,442万円 5,722万円 5,722万円 0　円
港湾上屋事業 609万円 597万円 564万円 33万円
ひうち地域振興整備事業 2億　145万円 1億8,346万円 1億8,346万円

426万円 100万円 100万円 0　円
2億4,131万円 2億3,678万円 2億3,678万円 0　円
2,952万円 2,821万円 2,821万円 0　円
1,701万円 1,680万円 1,680万円 0　円
3,861万円 2,759万円 1,513万円 1,246万円
578万円 363万円 254万円 109万円
464万円

12億9,923万円
445万円 325万円 120万円

288億5,371万円 278億5,811万円 274億3,429万円 4億2,382万円

土地開発事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業
畑地かん水事業
庄内財産区

11億8,813万円 11億6,555万円 2,258万円後期高齢者医療保険
壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

収入（収益）　　　7億8,956万円
支出（費用）　　　7億7,827万円
差引（収入－支出） 1,129万円

収入（収益）　　  1億3,288万円
支出（費用）　　  4億7,030万円
差引（収入－支出） △ 3億3,742万円

決算報告の詳しいお問い合わせは

市庁舎本館財政課　財政第３係
　　　　　　　　　℡0897－52－1272

土　　地 ‥‥ 2,911万4,978 平方メートル

建　　物 ‥‥‥　53万9,674 平方メートル

基　　金 ‥‥‥　96億4,438 万円

有価証券 ‥‥‥‥‥　1,924 万円

出 資 金 ‥‥‥　 2億2,599 万円

債　　権 ‥‥‥‥ 5億8,128 万円

水 道 事 業 会 計 病 院 事 業 会 計

会　計　区　分 現　在　高

特別
会計
②

一般会計　① 418億3,035万円
4,420万円
320万円
4,100万円

8億　207万円
230億3,309万円
1億1,044万円
7億2,284万円
3億7,804万円
3,342万円
1,737万円

251億4,147万円
80億6,468万円
30億2,946万円
110億9,414万円
780億6,596万円

介護保険

簡易水道事業
公共下水道事業
小規模下水道事業
ひうち地域振興整備事業
小松地域交流事業
本谷温泉事業
住宅新築資金等貸付事業

水道事業
病院事業

特別会計　計

企業会計　計
合計　①＋②＋③

　介護保険事業勘定
　介護サービス事業勘定

企業
会計
③



　

３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
で

は
地
震
、
津
波
に
よ
り
、
多
数
の

死
者
、
行
方
不
明
者
が
出
る
な
ど

被
害
は
極
め
て
甚
大
で
す
。

　

西
条
市
に
お
い
て
も
、
近
い
将

来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震

の
よ
う
な
大
規
模
災
害
や
、
い
つ

起
こ
る
と
も
し
れ
な
い
集
中
豪
雨

な
ど
、
常
に
自
然
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
地
域
の
防
災
士
の
活

躍
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
各
地
域
の
防
災
士
が
連
携
し
、

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
防
災
士
連
絡
協
議
会

（
以
下
「
協
議
会
」
）
を
立
ち
上

げ
、
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

●
協
議
会
の
役
割

　

こ
の
協
議
会
は
市
内
の
全
防
災

士
、
警
察
署
、
地
方
局
、
消
防
本

部
、
消
防
団
お
よ
び
連
合
自
治
会

を
会
員
と
し
、
先
進
地
域
の
事
例

紹
介
や
各
自
主
防
災
組
織
に
お
け

る
課
題
解
決
の
場
と
し
て
運
用
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
な
が
り
の
深
い
地
域

内
の
防
災
士
間
の
連
携
を
図
る
た

め
、
各
地
区
の
防
災
士
連
絡
協
議

会
（
以
下
「
地
区
協
議
会
」）
の

設
立
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

●
会
長
の
選
任

　

協
議
会
の
会
長
に
は
、
市
内
で

い
ち
早
く
地
区
協
議
会
を
立
ち
上

げ
た
大
町
防
災
士
会
長
の
村
上
善

重
郎
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
先
進
事
例
発
表

　

大
町
防
災
士
会
長
の
村
上
善
重

郎
氏
と
、
橘
校
区
防
災
士
連
絡
協

議
会
長
の
伊
藤
光
貞
氏
に
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
協
議
会
立
ち
上
げ
の
経

緯
や
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
基
調
講
演

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
視

察
さ
れ
た
西
条
市
防
災
対
策
顧
問

の
左
官
正
雄
氏
が
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
学
ぼ
う
南
海
地
震
へ
の
備

え
」
と
題
し
て
被
災
地
の
「
生
」

の
声
を
伝
え
、
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
南
海
地
震
に
は
、
強
い
揺
れ
、

津
波
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
が
命

を
守
る
た
め
に
大
切
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
社
団
法
人
全
国
治
水
砂
防

協
会
常
務
理
事
の
亀
江
幸
二
氏
は

「
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
命
を
守

る
た
め
に
」
と
題
し
て
、
尊
い
５

名
の
命
を
奪
っ
た
平
成
１６
年
台
風

災
害
の
よ
う
な
土
砂
災
害
に
対
し
、

土
砂
災
害
の
種
類
、
特
徴
、
実
態

を
知
り
、
警
戒
避
難
体
制
を
整
備

し
、
早
め
の
避
難
を
行
う
重
要
性

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
会
設
立
を
契
機
に

西
条
市
で
は
大
町
や
橘
地
区
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
市
内
全
域
に
広

げ
て
い
く
と
と
も
に
、
減
災
に
つ

な
が
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

危
機
管
理
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
２

西
条
市
防
災
士
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

開催報告

　

去
る
７
月
30
日
に
総
合
文
化
会
館
で
、
西
条
市
防
災
士
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
、
防
災
士
や
自
治
会
の
方
々
が
多
数
参
加
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　　　　　　その土地を知る一番の方法は、食卓をの
　　　　　ぞいてみることだと思っています。ベトナ
ムの食事風景はにぎやか。さまざまな種類のおかずが
並べられた食卓を、小さな子からお年寄りまでたくさ
んの家族で囲み、楽しくおしゃべりしながら食べます。
その中心に置かれているのが、大皿に盛られた “ごは
ん”。ベトナムの主食は、この米。輸出量が世界２位
だけあってベトナム人は米をたくさん食べます。ベト
ナムのお米は、日本の米ほど粘り気はないものの、ベ
トナムのおかずによく合うので、ついついおかわりを
してしまいます。ごはんだけでなく、米を使った料理
も豊富。最近日本でも人気が出てきたフォー（麺）や
生春巻きの皮なども米
から作られています。
「ごはん食べた？」か
ら始まるベトナムのあ
いさつ。同じ米食文化
ということで、少し親
近感がわきますよね！

vol.２

banh beo（バインベオ）米粉で作られたフエ料理

▲橘校区防災士連絡協議会 伊藤光貞会長 ▲大町防災士会 村上善重郎会長
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7
月
１0
日
に
実
施
さ
れ
た
農
業
委
員
の

一
般
選
挙
の
結
果
、
49
人
の
農
業
委
員
が

誕
生
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

西
条
市
の
農
業
の
発
展
を
託
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

■
会
長

　

近
藤
康
伸
（
旦
之
上
）

■
会
長
職
務
代
理
者

　

加
藤　

茂
（
禎
瑞
）

■
地
区
別
農
業
委
員
会
委
員

飯
岡　
　

髙
橋　

悟
（
飯
岡
）

大
町　
　

伊
藤
孝
司
（
福
武
甲
）

　
　
　
　

加
藤
通
安
（
明
神
木
）

　
　
　
　

石
橋
和
歓
（
福
武
甲
）

　
　
　
　

髙
橋
元
正
（
大
町
）

玉
津　
　

一
色
達
夫
（
下
島
山
）

　
　
　
　

髙
橋
由
則
（
下
島
山
甲
）

西
条　
　

髙
橋
滝
雄
（
朔
日
市
）

神
拝　
　

越
智
易
孝
（
樋
之
口
）

神
戸　
　

西
𠩤　

昇
（
安
知
生
）

　
　
　
　

髙
橋
信
晃
（
中
野
甲
）

橘　
　
　

日
野
哲
也
（
坂
元
甲
）

　
　
　
　

楠　
　

學
（
坂
元
甲
）

禎
瑞　
　

加
藤　

茂
（
禎
瑞
）

氷
見　
　

日
野
重
忠
（
氷
見
丙
）

　
　
　
　

丹　

常
夫
（
氷
見
甲
）

吉
井　
　

兵
頭
忠
治
（
玉
之
江
）

　
　
　
　

渡
邊
敏
昭
（
広
江
）

　
　
　
　

渡
邉
勝
司
（
広
江
）

周
布　
　

工
藤
雅
志
（
周
布
）

　
　
　
　

越
智
貞
臣
（
吉
田
）

多
賀　
　

佐
々
木
康
成
（
北
条
）

　
　
　
　

石
原　

尚
（
三
津
屋
）

壬
生
川　

曽
我
部
恒
夫
（
大
新
田
）

　
　
　
　

秋
川
多
㓛
（
明
理
川
）

国
安　
　

藤
原　

泉
（
高
田
）

　
　
　
　

村
上
正
光
（
国
安
）

吉
岡　
　

桑
村
浅
藏
（
安
用
）

　
　
　
　

大
西
正
範
（
上
市
）

楠
河　
　

武
田
士
郎
（
楠
）

　
　
　
　

松
木
一
博
（
河
原
津
）

三
芳　
　

垂
水
久
明
（
三
芳
）

　
　
　
　

莖
田
元
近
（
三
芳
）

庄
内　
　

行
本
國
夫
（
福
成
寺
）

　
　
　
　

近
藤
康
伸
（
旦
之
上
）

丹
原　
　

永
井
利
彦
（
丹
原
町
久
妙
寺
）

　
　
　
　

別
宮
岩
義
（
丹
原
町
今
井
）

徳
田　
　

渡
部
菊
秀
（
丹
原
町
高
知
）

田
野　
　

佐
伯
範
夫
（
丹
原
町
長
野
）

　
　
　
　

越
智
周
作
（
丹
原
町
川
根
）

　
　
　
　

曽
我
照
一
（
丹
原
町
北
田
野
）

中
川　
　

佐
伯
武
男
（
丹
原
町
志
川
）

　
　
　
　

越
智
俊
幸
（
丹
原
町
石
経
）

　
　
　
　

越
智
敏
夫
（
丹
原
町
臼
坂
）

小
松　
　

藤
井
兼
重
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　
　
　
　

戸
田
博
明
（
小
松
町
北
川
）

　
　
　
　

久
松
博
重
（
小
松
町
新
屋
敷
）

石
根　
　

曽
我
義
一
（
小
松
町
大
郷
）

　
　
　
　

神
野
忠
治
（
小
松
町
大
頭
）

　

市
議
会
７
月
臨
時
会
が
１9
日
に
開
催
さ

れ
、
２
件
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
が

上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

【
鉄
道
文
化
の
継
承
】

○
十
河
信
二
先
生
顕
彰
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

　

催
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
１
３
万
円

【
国
際
交
流
事
業
】

○
西
条
市
・
保
定
市
友
好
都
市
交
流
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

９
８
３
万
円

【
雇
用
機
会
の
創
出
】

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業　

１
１
４
１
万
円

【
社
会
教
育
の
充
実
】

○
ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
整
備
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
６
０
万
円

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　
　
　
　

 　

４
１
０
億
９
９
１
万
円

　

日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
の
福
井
栄
治

理
事
長
を
講
師
に
迎
え
、
市
内
の
農
業
・

商
工
関
係
者
や
野
菜
ソ
ム
リ
エ
を
対
象
に

当
市
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
・
販
路
開
拓

な
ど
、
農
業
活
性
化
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー

を
７
月
29
日
に
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

同
協
会
は
野
菜
・
果
物
の
お
い
し
さ
や

楽
し
さ
を
理
解
し
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
」
を

育
成
し
て
お
り
、
昨
年
４
月
に
は
、
同
協

会
と
西
条
市
が
連
携
し
て
地
域
活
性
化
を

め
ざ
す
「
自
治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
を

締
結
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

セ
ミ
ナ
ー
で
福
井
理
事
長
は
「
現
在

の
農
業
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

５
年
後
に
西
条
市
の
農
業
が
活
性
化
し
て

い
る
に
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
皆
さ

ん
と
本
気
で
知
恵
を
出
し
合
い
た
い
」
と

述
べ
、
活
性
化
に
向
け
て
統
一
し
た
方
向

性
を
定
め
る
必
要
を
説
か
れ
ま
し
た
。　

　

今
後
も
市
で
は
、
同
協
会
と
連
携
し
た

セ
ミ
ナ
ー
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
定
期
的

に
開
催
し
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
西
条

ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
等
を
図
り
ま
す
。　
　

　

日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
・
福
井
栄
治
理
事
長
が
来
西

西
条
市
の
農
業
活
性
化
に
向
け
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

市
議
会
７
月
臨
時
会

西
条
市
農
業
委
員
会
委
員
が
決
定

「農業問題の本質とは」との演題
で講義する福井栄治理事長。
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身近な近代化土木遺産　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　  　 　　　　　　　 ～ 80歳を迎えた志川橋 ～

　中山川の支流である志河川。近年、この川の上流に志河
川ダムが完成したことから「志河川」の名をご存じの方も
いらっしゃることでしょう。
　　　　　　　　　　　　その志河川に架かる志川橋は、
　　　　　　　　　　　幅員5.5メートル、橋長38.1メー
　　　　　　　　　　　トルの、アーチの上を道路が走る
　　　　　　　　　　　上路アーチ橋で、アーチ部分をコ
　　　　　　　　　　　ンクリートなどで補強する充腹ア
　　　　　　　　　　　ーチに分類されます。県内に11橋
　　　　　　　　　　　確認されている上路アーチ橋の充
　　　　　　　　　　　腹タイプの中では、第２位の橋長
　　　　　　　　　　　を誇っています。

　国道11号が建設されるまで、かつての基幹道であった旧
国道24号の志川橋は木造の橋でしたが、腐食のため昭和６
年に鉄筋コンクリート構造の、現在の志川橋に付け替えら
れたのです。
　重いコンクリートのアーチ　　　　　　　　　　　　　
に丸みを付けていく、当時の　　　　　　　　　　　　　
型枠技術のレベルの高さを、　　　　　　　　　　　　　
うかがい知ることのできる土　　　　　　　　　　　　　
木遺産の一つである志川橋。　　　　　　　　　　　　　
国道11号からは、この志川橋
越しに松山自動車道の近代的
な橋脚を同時に眺めることが
でき、志川橋が過ごしてきた
80年という長い歴史を再認識
することができます。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

つながり、守る自然環境
　　　　　　　　　  ～ カブトガニ天国の復活に向けて ～

　２億年前から現在まで、姿を変えていないカブトガニ。
かつて、東予地区の海岸は「カブトガニ天国」と呼ばれる
ほどの繁殖地でしたが、海岸の埋め立てや海水汚染などで
その数が減少し、現在は絶滅の危機にひんしています。　
　カブトガニを守ることは、漁場や自然環境だけでなく私
たち人間を守ることにつながるとの思いから、市民・カブ
トガニを守る会・行政が一体となって、海岸清掃や幼生放
流などの保護活動を続けてきました。こうした地道な活動
により、成長した幼生発見などの成果も認められるように
なりましたが、さらに多くの皆さんにカブトガニの保護を
通じた環境保全活動に関心を持ってもらおうと、市内には
多くのカブトガニのモニュメント等が設置されています。

東予総合支所駐車場の時計に始まり、ＪＲ壬生川駅トイレ
の外壁と駅前広場、国道196号・大曲川橋歩道の欄干、新
地通りの子どもの像、大明神川・天井川大橋の親柱、本谷
公園の滑り台、東予運動公園の中央広場と滑り台、東予郷
土館前のふれあいの路と館内ホールで見られます。
　東予郷土館ではカブトガニの公開飼育も行っています。
飼育槽の砂地に潜んでいるカブトガニを探してみませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛好会の戸田裕喜
　　　　　　　　　　　　　　　　　会長は、「笑顔と歓
　　　　　　　　　　　　　　　　　声が響く中、爽やか
　　　　　　　　　　　　　　　　　な汗を流し健康維持
　　　　　　　　　　　　　　　　　や親睦を図っていま
　　　　　　　　　　　　　　　　　す。試合後の懇親会
　　　　　　　　　　　　　　　　　では、自治会内の問
　　　　　　　　　　　　　　　　　題点を話し合うなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　コミュニティ構築の
一助ともなっています。わずか４チームのリーグですが、
みんなのやる気がある間は何としても続けていこうと思っ
ています」と話してくれました。
　新チームの参加はもちろん、かつて結成していたチーム
の復活も大歓迎です。もう一度、タンスの奥で眠っている
ユニフォームに袖を通してみませんか。

自治会コミュニティの絆も深める
　　　 　　　　　　　　～ 小松町ソフトボール愛好会 ～

　昭和50年に発足した小松町ソフトボール愛好会は、小学
校へ夜間照明施設が整備されたことに伴い、設立の翌年に
ナイターリーグを開始しました。昭和50年代・60年代の全
盛期には、参加チーム数26・会員総数500人以上にもなり
白熱したプレーが展開されていました。
　設立から37年目を迎える今年、会員の高齢化も進み、参
加チームは西常盤・南川・小松クラブの３つとなり存続が
危ぶまれましたが、新たに西条クラブを迎えて４チームで
のリーグ戦をスタートしました。毎週金曜日の午後８時か
ら、小松中央公園では40歳代から70歳代までの往年の名選
手たちが、コントロール抜群のピッチングや華麗な守備、
そして豪快なバッティングを競っています。

▲
80
年
の
風
雪
に
耐
え
た
風
格
が…

▲
直
線
的
な
松
山
道(

奥)

と
優
美
な
姿
の
志
川
橋

▲
み
ん
な
が
花
形
プ
レ
イ
ヤ
ー
！



広報さいじょう　2011　9月号 8

す
」
と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
村
尾
社

長
は
語
る
。

　

従
業
員
１６
名
の
小
規
模
企
業
で

は
あ
る
が
、
環
境
調
査
・
分
析
分

野
の
有
資
格
者
が
数
多
く
在
籍
し
、

そ
の
道
の
専
門
家
集
団
で
あ
る
同

セ
ン
タ
ー
。
一
般
企
業
だ
け
で
は

な
く
、
官
公
庁
か
ら
の
仕
事
も
請

け
負
っ
て
お
り
、
１
９
７
９
年
の

創
業
以
来
、
確
か
な
調
査
・
分
析

で
、
信
頼
を
築
き
実
績
を
積
み
重

ね
て
き
た
。

■
同
業
他
社
と
の
差
別
化

　
水
質
や
大
気
な
ど
の
調
査
・
分

析
業
務
は
、
確
立
さ
れ
た
手
法
で

行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ

た
結
果
を
法
律
な
ど
で
定
め
ら
れ

た
基
準
値
と
比
較
し
、
安
全
性
や

適
合
性
が
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、

こ
の
業
務
に
お
い
て
同
業
他
社
と

差
別
化
を
図
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
同
セ
ン
タ
ー

で
は
調
査
・
分
析
業
務
に
加
え
て
、

企
業
の
製
品
開
発
に
向
け
た
研
究

へ
の
協
力
や
、
品
質
管
理
検
査
法

の
確
立
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
、
工
場

排
水
や
有
害
物
の
処
理
設
備
の
設

計
、
さ
ら
に
は
計
測
機
器
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
も
手
が
け
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
調

査
・
分
析
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
こ
れ
ら
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業

務
に
よ

り
、
同

業
他
社

と
の
差

別
化
に

成
功
し

て
い
る
。

　

確
か
な
技
術
に
基
づ
き
導
き
出

し
た
調
査
・
分
析
結
果
に
よ
り
、

生
活
環
境
が
快
適
に
維
持
さ
れ
、

ま
た
製
品
の
品
質
向
上
に
も
役
立

っ
て
い
る
。

　

西
条
環
境
分
析
セ
ン
タ
ー
は
、

豊
か
な
環
境
づ
く
り
や
企
業
活
動

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

ご
紹
介
し
た
㈱
西
条
環
境
分
析

セ
ン
タ
ー
で
は
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
入

会
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
接
点
の
な

か
っ
た
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
こ
の
つ
な
が
り
を
活

か
し
た
取
り
引
き
の
拡
大
や
新
規

事
業
の
展
開
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ク
ス
で
は
、
こ
の
よ
う
な

事
業
拡
大
や
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

に
向
け
た
情
報
の
提
供
、
ま
た
最

先
端
技
術
の
紹
介
な
ど
を
通
じ
て
、

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
会
員
企
業
の
経
営

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

（
サ
イ
ク
ス
）
で
は
、
サ
イ
ク
ス

が
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
や
、
会
員
相
互
の
交
流
に
よ
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
・
知
識
の
交
換

を
通
じ
た
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
、
さ
ら
に
は
企
業
間
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
規
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
な
ど
に
よ
っ
て
、
企
業
の

経
営
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た

「
グ
ル
ー
プ
・
サ
イ
ク
ス
（
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
」
を
組
織
し
て
い
ま

す
。

■
豊
か
な
環
境
づ
く
り

　

Ｇ
－

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
会
員
企
業
で

あ
る
㈱
西
条
環
境
分
析
セ
ン
タ
ー

は
、
水
質
・
大
気
・
騒
音
・
振
動

・
土
壌
・
悪
臭
・
産
業
廃
棄
物
な

ど
の
調
査
や
分
析
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
証
明
す
る
環
境
計
量
証
明

業
務
の
ほ
か
、
工
場
や
作
業
場
で

化
学
物
質
や
有
機
溶
剤
な
ど
の
濃

度
を
測
定
し
、
作
業
環
境
の
安
全

性
を
判
断
す
る
作
業
環
境
測
定
業

務
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

■
商
品
は
「
信
頼
」

　

「
調
査
・
分
析
の
結
果
に
は
、

高
い
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

『
こ
の
結
果
は
確
か
だ
』
と
い
う

顧
客
か
ら

の
信
頼
こ

そ
が
、
我

が
社
の
商

品
だ
と
考

え
て
い
ま

vol.81

　

Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
入
会
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
会
員
特
典

○
サ
イ
ク
ス
が
主
催
す
る
交
流
会

　

や
研
究
会
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
へ

　

の
案
内
や
優
先
参
加

○
サ
イ
ク
ス
が
収
集
・
提
供
す
る

　

新
規
取
引
斡
旋
を
含
む
企
業
活

　

動
支
援
情
報
の
利
用
な
ど

■
年
会
費　

○
企
業
（
団
体
を
含
む
）
10
万
円

　

た
だ
し
市
内
に
本
拠
を
置
く
小

規
模
企
業
（
団
体
）
は
、
当
分
の

間
半
額
と
し
て
い
ま
す
。

○
個
人　

３
万
円

　

創
業
を
志
す
個
人
が
対
象

■
問
合
せ　

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

　

サイクスで毎月１回開催される異業種交流会
　　「うちぬきサロン」はネットワーク拡大の絶好の場

事
業
に
つ
い
て
語
る
村
尾
社
長

西
条
の
産
業
の
自
立
と
自
活
を
サ
ポ
ー
ト
！

地
域
経
済
の
活
力
源 

「
Ｇ

－

Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」

入 

会 

企 

業 

を 

募 

集 

中

検査機器が並ぶ分析室

Ｇ-ＳＩＣＳ会員企業紹介
Vol. 1

㈱西条環境分析センター
　　　　　　 （樋之口）

確かな技術で
  信頼ある調査・分析
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いつまでも

お元気で

９月21日㈬～30日㈮　秋の全国交通安全運動
９月30日は「交通事故死ゼロを目指す日」

スローガン　乗車して ベルトを締めて 気を締めて　
重点　○夕暮れ時と夜間の走行中・自転車乗用中の
　　　　交通事故防止
　　　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシ
　　　　ートの正しい着用の徹底
　　　○飲酒運転の根絶

　事件・事故、配偶者の暴力・ストーカー、
少年問題、悪質商法など、一人で悩まないで
警察総合相談電話へご相談ください。
○警察総合相談電話
　℡＃９１１９（ダイヤル回線・ＩＰ電話不可）
　℡089－931－9110
○西条警察署　　℡0897－56－0110
○西条西警察署　℡0898－64－0110
事件・事故の緊急通報は１１０番、相談は警察相談電話に！

９月11日㈰は「警察相談の日」

　　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。
返
還
の
申
し
出
は
、

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の

方
で
も
可
能
で
す
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

　

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

　

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

　

貨
、
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

　

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

　

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
還
さ

　

れ
た
も
の

■
問
合
せ　

新
居
浜
税
関
支
署　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
２

－

３
４
０
５

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

の
事
変
地
ま
た
は
戦
地
の
区
域
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従

事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

■
請
求
期
限

　

平
成
2５
年
３
月
３１
日

※
書
状
贈
呈
の
請
求
書
は
市
庁
舎

　

別
館
社
会
福
祉
課
・
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
総

務
課
管
理
室　

業
務
担
当

ＴＥＬ
０
３

－

５
２
５
３

－

５
１
８
２

　

９
月
１
日
現
在
で
、
新
た
に
登

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
３
年
６
月
３
日
～
同
年
９

月
２
日
に
生
ま
れ
た
方
お
よ
び
平

成
2３
年
３
月
２
日
～
同
年
６
月
１

日
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
で
、

平
成
2３
年
９
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
平
成
2３
年
６
月
２
日
か
ら
引

き
続
き
西
条
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

■
縦
覧
期
間

　

９
月
３
日
㈯
～
７
日
㈬

　

８
時
３0
分
～
１7
時

■
縦
覧
場
所

　

市
庁
舎
別
館
３
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

　

長
年
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
い
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対

し
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

【
敬
老
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
】

　

今
年
も
各
校
区
で
敬
老
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
地
元
婦
人
会
な
ど
の
関

係
者
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

■
該
当
者　

昭
和
１１
年
１2
月
３１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
長
寿
祝
金
を
お
届
け
し
ま
す
】

　

平
成
2３
年
９
月
１
日
現
在
、
満

7５
歳
以
上
で
、
１
年
以
上
西
条
市

住
民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い

る
か
、
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い

る
方
に
、
長
寿
祝
金
３
０
０
０
円

を
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
方
法

　

9
月
中
旬
以
降
、
民
生
児
童
委

員
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。
な

お
、
お
届
け
に
は
１
～
2
週
間
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
方
へ

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

９
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

お
年
寄
り
に
感
謝
を
！

９
月
19
日
㈪
は
「
敬
老
の
日｣
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９月９日㈮は救急の日　
９月４日㈰～10日㈯は救急医療週間
９月９日㈮は救急の日　
９月４日㈰～10日㈯は救急医療週間
　平成22年11月の１カ月間に、西条市内救急告示病院で受診
した全救急患者のうち、78.8％の方が軽症の患者でした。
　安易な救急車の呼び出しで、重症患者の搬送に困るケース
も増加しています。
　医療機関や救急車の適切な利用を心がけましょう。

普段からの３つの心がけ
①日頃から『かかりつけ医』を持つ。
②健康診断や検診で、病気の予防や早期発見に努める。
③家庭で薬を常備する。

受診にあたっての３つの心がけ
①なるべく通常の診療時間内に受診する。
②救急車で搬送されても、軽症の場合は通常の受付順とな
　る場合があることに留意する。
③休日や夜間で比較的症状の軽い場合は当番病医院を利用
　する。

休日や夜間の当番病医院の確認
　○広報さいじょうの当番病医院
　○えひめ救急医療ネット　http://www.qq.pref.ehime.jp/
　○消防署の音声案内サービス　℡0897－58－2200
お子さんの急な病気やけが
　○小児救急医療電話相談　℡＃8000

総合福祉センター内　地域医療課　℡0897－52－1395総合福祉センター内　地域医療課　℡0897－52－1395総合福祉センター内　地域医療課　℡0897－52－1395

愛媛県の救急医療体制

症状に応じた救急医療機関の役割分担

●地域の中核病院が交代で担当
入院や手術が必要な重症状の患者

二次救急

●救命救急センター
脳卒中など特に症状の重い患者

三次救急

●休日夜間急患センター
●在宅当番医

比較的症状の軽い患者
初期救急

症
状
・
緊
急
度

９月９日㈮は救急の日　
９月４日㈰～10日㈯は救急医療週間
９月９日㈮は救急の日　
９月４日㈰～10日㈯は救急医療週間
　平成22年11月の１カ月間に、西条市内救急告示病院で受診
した全救急患者のうち、78.8％の方が軽症の患者でした。
　安易な救急車の呼び出しで、重症患者の搬送に困るケース
も増加しています。
　医療機関や救急車の適切な利用を心がけましょう。

普段からの３つの心がけ
①日頃から『かかりつけ医』を持つ。
②健康診断や検診で、病気の予防や早期発見に努める。
③家庭で薬を常備する。

受診にあたっての３つの心がけ
①なるべく通常の診療時間内に受診する。
②救急車で搬送されても、軽症の場合は通常の受付順とな
　る場合があることに留意する。
③休日や夜間で比較的症状の軽い場合は当番病医院を利用
　する。

休日や夜間の当番病医院の確認
　○広報さいじょうの当番病医院
　○えひめ救急医療ネット　http://www.qq.pref.ehime.jp/
　○消防署の音声案内サービス　℡0897－58－2200
お子さんの急な病気やけが
　○小児救急医療電話相談　℡＃8000

総合福祉センター内　地域医療課　℡0897－52－1395

愛媛県の救急医療体制

症状に応じた救急医療機関の役割分担

●地域の中核病院が交代で担当
入院や手術が必要な重症状の患者

二次救急

●救命救急センター
脳卒中など特に症状の重い患者

三次救急

●休日夜間急患センター
●在宅当番医

比較的症状の軽い患者
初期救急

症
状
・
緊
急
度

９月17日㈯は「携帯トイレデー」
　　　　　　　※荒天の場合23日㈮に順延

問合せ　愛媛県自然保護課　℡089－912－2365

　愛媛県は、石鎚国定公園の自然環境の保全と適正利
用促進のため「石鎚山クリーンアップキャンペーン」
を実施します。

　登山者への携帯トイレの普及促進のため、成就と土
小屋登山口付近で無料配布する携帯トイレの使用にご
協力ください。
時間　10時～13時
閉鎖するトイレ　山頂、三の鎖横のトイレ
携帯トイレ仮設ブース　山頂、二の鎖横、登山道途中

石鎚山クリーンアップキャンペーン
９月17日㈯～11月30日㈬

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
は

20
歳
か
ら
６0
歳
ま
で
の
40
年
間
で

す
。
６0
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
（
2５
年
）
を
満

た
し
て
い
な
い
方
や
、
納
付
済
期

間
が
40
年
に
満
た
な
い
た
め
老
齢

基
礎
年
金
を
満
額
受
給
で
き
な
い

方
は
、
６0
歳
以
降
で
も
申
し
出
に

よ
り
任
意
加
入
し
て
、
原
則
口
座

振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
任
意
加
入
で
き
る
方

○
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
６0

　

以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
、
老
齢

　

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
な
い
方

○
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の

　

方
で
20
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方

○
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
老
齢
基
礎
年
金

　

の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て

　

い
な
い
70
歳
未
満
の
方

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

20
日
㈫　

国
民
健
康
保
険
税
第
２

　

期
分
、
市
県
民
税
第
２
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

30
日
㈮　

国
民
健
康
保
険
税
第
３

　

期
分
、
固
定
資
産
税
第
３
期
分

　

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

中
退
共
（
中
小
企
業
退
職
金
共

済
）
制
度
は
、
国
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
小
企
業
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
、
そ
の
掛
金
は
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

　

国
と
市
で
は
、
掛
金
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

○
(独)
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業

　

本
部

ＴＥＬ
０
３

－
３
４
３
６

－

０
１
５
１

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

中
小
企
業
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

９
月
の
市
税
ご
よ
み

退
職
金
の
確
保
は
国
の
中
退
共

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
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○市庁舎本館下水道業務課　下水道業務係　
　℡0897－52－1224
○東予総合支所建設管理課　上下水道係

　下水道に接続する工事は、衛生上とても大切な工事です
ので、市の指定工事店でなければ行えません。指定工事店
以外での工事は無資格工事となり、工事のやり直しや、過
料（違反に対する金銭）を科せられる場合があります。
■融資あっせん制度をご利用ください
　市では、下水道への接続工事をする際、工事１件につき
30万～40万円を限度額（工事内容で異なります）とする、
工事資金の融資あっせんを行っています。

　現在、市内の下水道は約６万人の方が利用できますが、
その利用率は西条地区で約94％、東予・丹原地区で約79％
と、まだ下水道に接続していない家屋があります。
　下水道が使えるようになった地域の皆さんが下水道に接
続することで、初めて地域一帯の生活環境の改善が進み、
下水道整備の効果が現れてきます。
　下水道が使えるようになった地域で、まだ接続していな
いご家庭は、１日も早く下水道に接続しましょう。

　下水道は良好な生活環境の確保や公共用水域の水質保全
など、市民生活に重要な役割を担っています。
　快適で住みよいまちづくりのため、下水道事業のご理解
とご協力をお願いいたします。

　下水道にビニールや残飯などの異物や油などが流れ込む
と、下水管や処理施設の故障の原因となり、維持管理費の
増大につながります。下水道はみんなで使う公共の財産で
す。次のことに注意して、下水道を大切に使いましょう。
・排水口に網などを付けて、異物を流し込まない。
・油は紙でふき取り、もえるごみで出す。
・月１回程度、汚水ます内の油やごみを取り除く。

　飲食店の厨房からの排水には、下水管の詰まりや悪臭の
原因となる「油脂分」や「生ごみ」が多く含まれています。
管理を怠ると下水管が詰まり、お店の水周りが使えなくな
ります。グリーストラップの清掃など適正な管理を行って
ください。

　排水設備、水洗便所への改造など下水道についての相談に
市の下水道担当職員がお答えします。
■日時・場所
●氷見公民館　９月６日㈫　10時～12時
●東予農村環境改善センター　９月６日㈫　14時～16時

下水道相談所を開設します

　下水道をテーマにした作品を募集します。各部門の中から
国土交通大臣賞などの作品が選ばれます。
■募集部門・対象
○絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門　小・中学生
○標語部門　資格制限なし
■応募期限　10月31日㈪必着
※作品は下水道業務課が取りまとめて主催者へ送付します。
　詳しくは、下水道業務課へお問い合わせください。
■主催　㈳日本下水道協会、㈱日本水道新聞社

下水道いろいろコンクール作品募集

問
合
せ

　
「
木
製
都
市
構
想
」
の
一
環
と

し
て
、
西
条
産
材
の
柱
等
を
使
用

し
た
住
宅
な
ど
の
木
造
施
設
を
建

築
す
る
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

新
築
す
る
木
造
施
設
に
使
用
し

て
い
る
西
条
産
材
の
柱
等
（
柱
、

土
台
、
梁
の
材
）
の
本
数
に
、
次

の
補
助
単
価
を
乗
じ
た
金
額
。
上

限
20
万
円
。

○
ヒ
ノ
キ
柱　

１
本
２
３
０
０
円

○
ス
ギ
柱　
　

１
本
１
８
０
０
円

　
（
柱
の
長
さ
３
メ
ー
ト
ル
）

■
補
助
要
件

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
市
内
に
新
築
す
る
木
造
施
設
で

　

あ
る
こ
と 

○
市
内
に
在
住
の
方
ま
た
は
在
住

　

す
る
予
定
の
方
で
あ
る
こ
と　

○
西
条
産
材
の
認
証
を
受
け
て
い

　

る
柱
等
を
使
用
す
る
こ
と　
　

○
木
造
施
設
の
面
積
が
20
坪
（
約

　

６６
㎡
）
以
上
で
あ
る
こ
と　
　

○
「
え
ひ
め
材
の
家
づ
く
り
促
進

　

支
援
事
業
」
に
よ
る
柱
材
の
提

　

供
を
受
け
て
い
な
い
こ
と　
　

○
市
内
に
事
務
所
の
あ
る
施
工
業

　

者
に
よ
る
施
工
で
あ
る
こ
と　

■
申
込
期
限

　
平
成
24
年
３
月
３0
日
㈮　
　
　

■
申
込
先

○
市
庁
舎
本
館
林
業
課　

林
政
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り
推

　

進
協
議
会
（
い
し
づ
ち
森
林
組

　

合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

　
　

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
勤
め

て
い
た
中
小
企
業
が
倒
産
状
態
に

な
り
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た

方
に
対
し
、
国
が
企
業
に
代
わ
っ

て
未
払
い
の
賃
金
を
立
替
払
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　

　

対
象
と
な
る
労
働
者
の
方
は
平

成
2３
年
９
月
１2
日
㈪
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
監
督
課　
　
　
　

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
３

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署　
　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

　

西
条
産
材
で
建
築
す
る
木
造
施

設
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
愛
媛
県

内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ
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　西条市にゆかりがあり「新幹線生みの親」として知られる
十河信二氏のご遺族から、市に寄贈された日本国有鉄道関係
史料の調査により、我が国の鉄道事業に関する多くの史実が
解明されようとしています。
　市ではその史料の存在と意義、十河氏の功績を広く発信し、
新しい高速鉄道のあり方についても考えるためシンポジウム
を開催します。

●基調講演
　　「西条図書館所蔵の十河文書　
　　　　　　　ー その豊かな内容」
　　講師　東京大学名誉教授　
　　　　　原　朗氏

●鼎談
　「十河文書の重要性と面白さをめぐって」
　　東京大学名誉教授　原　朗氏
　　帝京大学教授　　加藤新一氏
　　　　　　　　　　　（写真左）
　　愛媛大学准教授　山口由等氏
　　　　　　　　　　　（写真右）

※入場整理のため、事前に電話または直接お申し込みください。

９月24日㈯　13時30分～16時

西条国際ホテル

日　時

場　所

十河信二先生顕彰シンポジウム

申込先　市庁舎別館社会教育課　℡0897－52－1254

新幹線生みの親 十河信二さんと西条市

ていだん

■
日
時　

１0
月
１
日
㈯

　
　
　
　

９
時
３0
分
～
１１
時
３0
分

■
場
所　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

■
講
師　

西
条
自
然
学
校

　
　
　
　

今
川
義
康
氏

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

９
月
22
日
㈭

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時　

　

９
月
１0
日
㈯　

１0
時
～
１５
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

　

障
害
者
の
社
会
参
加
と
自
立
更

正
を
推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
障
害

者
福
祉
に
功
績
が
あ
っ
た
方
へ
の

表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
手
作

り
品
即
売
会
な
ど
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
日
時　

　

９
月
2３
日
㈮　

１３
時
３0
分
開
演

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

ク
ラ
シ
カ
ル
、
ポ
ッ
プ

ス
な
ど
の
３
ス
テ
ー
ジ　

■
問
合
せ　

西
条
警
察
署

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
１
０

■
日
時　

9
月
24
日
㈯　

１0
時
～

■
場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
内
容　

　

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
障
害
者
福

祉
の
推
進
を
図
る
運
動
会
。
当
日

参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り

ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
開
催
日　

９
月
2３
日
㈮　

■
場
所　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
松
山
市
）

■
時
間
・
内
容

○
１１
時
～
１2
時　

セ
レ
モ
ニ
ー

○
１2
時
～
１５
時
３0
分　

　

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
お
手

入
れ
相
談
、
動
物
相
談
、
ポ
ニ
ー

乗
馬
体
験
な
ど

※
ペ
ッ
ト
連
れ
で
来
場
す
る
方
は

　

必
ず
リ
ー
ド
を
着
け
、
マ
ナ
ー

　

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
７

－

９
２
０
０

■
日
時

　

９
月
29
日
㈭　

９
時
３0
分
～

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容　

老
人
福
祉
に
功
績
が
あ

っ
た
方
へ
の
表
彰
、
金
婚
者
の
顕

彰
、
記
念
講
演
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介

護
課　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時　

９
月
24
日
㈯　

１３
時
～

■
場
所　

小
松
公
民
館

■
内
容　

「
医
療
・
福
祉
」
「
農
林
水
産
」

「
工
業
・
商
業
」
「
都
市
整
備
・

観
光
」
「
環
境
・
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
「
教

育
」
各
部
門
へ
対
す
る
市
内
中
学

生
の
夢
・
希
望
の
作
文
入
賞
者
表

彰
、
優
秀
賞
作
品
の
発
表
。

■
問
合
せ

　

㈳
西
条
青
年
会
議
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
３
８

第
２
回　

自
然
観
察
会

昆
虫
を
観
察
し
よ
う

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ひ
め
２
０
１
１

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

障
害
者
福
祉
の
つ
ど
い

老
人
福
祉
大
会

第
２
回　

未
来
予
想
図

～
私
た
ち
の
夢
が
未
来
へ
の
架
け
橋
～

愛
媛
県
警
察
音
楽
隊

西
条
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
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サイエンスショー　

愛媛県総合科学博物館　

℡0897－40－4100　URL http://www.i-kahaku.jp/

９月25日㈰まで

　ヒトは五感によってさまざまなものを感知し、
喜び・驚き・恐怖などの感情が生まれます。
「火の玉をつくる」「消えるガラスコップ」な
ど五感を使った不思議な科学現象を紹介します。

■常設展観覧料　
　○高校生以上：500円
　○65歳以上：250円
　○小・中学生：無料
常設展観覧料で参加できます。

■開演時間
　金曜日：13時
　土・日・祝日：13時、15時

日　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

11日　9：00

18日　9：00

18日　8：00
25日　9：00

11日 10：00

23日 10：00

丹原総合公園
テニスコート

東予体育館

ひうち球場ほか

東予運動公園野球場

総合体育館

しらさ山荘
　～瓶ヶ森林道

ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯほか

総合体育館
第１・２格技室

第17回テニス普及大会

西条市スポーツ少年団秋季大会
　　　　　　　　（ミニバス）

４日　8：00

11日　8：00

11日　9：30

11日　8：30

25日　9：00

東予体育館

東予運動公園
テニスコート

西条市体育協会旗軟式野球大会

ソフトバレーボール西条交流大会

第11回四国のてっぺん
酸欠マラソン大会

第７回西条市民総合体育大会

第６回本部長杯空手道選手権大会
　　　　　　　　（拳剛会空手）
第33回西日本西条支部
軟式野球大会

窪田夕子バスケットボール教室

第29回市民シングルステニス大会

９月のスポーツカレンダー

【
別
子
銅
山
パ
ネ
ル
展
】

■
日
時

　

１0
月
１
日
㈯　

１0
時
～
１8
時

　

１0
月
２
日
㈰　

９
時
～
１7
時

■
場
所　

萬
翠
荘
（
松
山
市
）

【
別
子
銅
山
講
演
会
】

■
日
時　

１0
月
１
日
㈯　

　
　
　
　

１３
時
３0
分
～
１4
時
３0
分

■
場
所　

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
（
松
山
市
）

■
演
題　

　

別
子
銅
山
～
愛
媛
に
花
開
い
た

明
治
の
群
像
～

【
別
子
銅
山
ミ
ニ
パ
ネ
ル
展
】　

■
日
時

　

１0
月
１
日
㈯　

１１
時
～
１7
時

■
場
所　

大
街
道
商
店
街

【
東
予
の
物
産
展
in
大
街
道
】　

■
日
時

　

１0
月
２
日
㈰　

１0
時
～
１６
時

■
場
所　

大
街
道
商
店
街

【
し
ま
な
み
・
松
山
・
東
予
東
部 

観
光
交
流
推
進
ト
ー
ク
】

■
日
時　

１0
月
２
日
㈰

　
　
　
　

１0
時
３0
分
～
１１
時
３0
分

■
場
所

　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
（
松
山
市
）

【
問
合
せ
】

　

東
予
地
方
局
地
域
政
策
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

　　

運
動
の
基
本
「
走
る
」「
投
げ

る
」「
跳
ぶ
」
の
要
素
を
取
り
入

れ
た
体
力
測
定
を
行
い
、
こ
れ
か

ら
の
健
康
づ
く
り
と
体
力
向
上
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■
日
時

　

１0
月
２
日
㈰　

９
時
３0
分
～

■
場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
対
象　

　

市
内
在
住
者
（
小
学
生
以
上
）

■
種
目
・
測
定
方
法

○
50
㍍
走

　

５0
㍍
を
走
っ
た
時
間
を
測
定

○
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ

　

投
げ
た
距
離
を
測
定

○
立
ち
幅
跳
び

　

助
走
せ
ず
両
足
で
踏
み
切
っ
て

跳
ん
だ
距
離
を
測
定

■
特
別
講
師
が
助
言
・
指
導

　

５0
㍍
走
で
は
、
特
別
講
師
と
し

て
陸
上
４
０
０
㍍
走
日
本
記
録
保

持
者
・
高
野
進
氏
を
お
迎
え
し
、

測
定
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
走
法
な

ど
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
記
録
証　

　

参
加
者
に
は
市
長
と
高
野
進
氏

連
名
の
記
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
当
日
の
記
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

■
申
込
書
配
布
場
所　

　

市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

・
各
総
合
支
所
総
務
課
・
各
公
民

館■
申
込
方
法　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

９
月
１６
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
提

出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
申
込
先　

　

市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

　

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し

た
童
謡
詩
人
金
子
み
す
ゞ
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
。

■
日
時　

１0
月
１
日
㈯　
　
　
　

　
　
　
　

１３
時
３0
分
～
１５
時

■
場
所

　

丹
原
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師　

　

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
館
長

　

矢
崎
節
夫
氏

　

女
優　

小
林
綾
子
氏

■
演
題

　

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い

い
～
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
う
れ
し

い
ま
な
ざ
し
～

■
受
講
料　

５
０
０
円

■
申
込
先

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

別
子
銅
山
産
業
遺
産
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

西
条
市
文
化
講
演
会

西
条
市
民
元
気

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
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■
日
時

　

１0
月
～
平
成
24
年
５
月

（
各
級
全
１５
回
・
月
２
回
程
度
）

○
初
級　

火
曜
日

　
　
　
　

１0
時
３0
分
～
１１
時
4５
分

○
中
級　

火
曜
日

　
　
　
　

１9
時
～
20
時
１５
分

○
上
級　

水
曜
日

　
　
　
　

１4
時
～
１５
時
１５
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

　

国
際
交
流
員
の
ケ
イ
レ
ブ
・
デ

マ
レ
ー
さ
ん
と
英
会
話
を
楽
し
み

ま
す
。
専
門
的
な
語
学
講
座
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
者　

　

市
内
に
在
住
・
通
勤
し
て
い
る

方
で
、
７
割
以
上
参
加
可
能
な
方

（
学
生
を
除
く
）

■
受
講
料　

４
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
９
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
日
時
（
初
級
・
全
７
回
）

○
第
１
回

　

１0
月
４
日
㈫
・
６
日
㈭
・
１３
日

㈭
・
１4
日
㈮
・
１8
日
㈫
・
20
日
㈭

・
2５
日
㈫　

１３
時
～
１５
時

○
第
２
回

　

１0
月
2６
日
㈬
・
28
日
㈮
・
１１
月

１
日
㈫
・
２
日
㈬
・
４
日
㈮
・
８

日
㈫
・
９
日
㈬　

１３
時
～
１５
時

■
場
所　

第
１
回　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

第
２
回　

小
松
公
民
館

■
対
象　

６0
歳
以
上
の
方

■
内
容　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

　

７
を
使
い
ま
す
。

■
定
員　

各
１３
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

約
１
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
１３
日
㈫

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
回
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

〒
７
９
３

－

０
０
１
０

　

飯
岡
３
１
８
８

　

㈲
ミ
ー
ト
ハ
ウ
ス
フ
ジ
タ

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時

　

１0
月
６
日
～
１2
月
１５
日
の
木
曜

日
（
１１
月
３
日
除
く
。
全
１0
回
）

　

１0
時
～
１１
時
３0
分　

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
内
容　

外
国
人
に
日
本
語
を
教

え
る
方
法
を
学
ぶ
入
門
講
座
。
身

近
な
外
国
人
支
援
に
つ
な
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
者

■
定
員　

20
人

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

１0
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯

　

申
込
締
切
…
９
月
１６
日
㈮

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

１0
月
22
日
㈯
・
29
日
㈯

　

申
込
締
切
…
１0
月
７
日
㈮

※
各
講
座
の
受
講
料
等
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

■
日
時

　

９
月
１4
日
㈬　

１0
時
～
１2
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ　

　

お
金
を
か
け
ず
に
繁
盛
店
に
変

え
る
！！

■
講
師　

㈱
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
ス

ト
ラ
テ
ジ
ー
代
表
取
締
役
社
長　

　

富
田
英
太
氏

■
問
合
せ

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

■
日
時

　

９
月
１0
日
㈯　

１0
時
～
１５
時

■
集
合
場
所　

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　

木
は
こ
う
し
て
生
活

空
間
に
な
る

■
内
容　

木
造
り
の
家
を
見
学

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

　

西
条
市
出
身
で
全
国
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
に
、
こ
れ
ま
で
の
体

験
談
や
郷
土
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

　

９
月
３
日
㈯

　

１３
時
３0
分
～
１５
時

■
場
所

　

西
条
図
書
館
２
階
会
議
室

■
講
師　

　

現
代
美
術
家　

矢
原
繁
長
氏

■
演
題　

　

地
域
に
根
ざ
し
始
め
た
ア
ー
ト

～
京
都
・
金
沢
・
西
条
～

■
申
込
方
法　

　

各
図
書
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
９
月
２

日
㈮
ま
で
に
西
条
図
書
館
へ
持
参

・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

　

で
き
ま
す
。

■
申
込
先　

　

西
条
図
書
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
６
８

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

３
１
８
８

ケ
イ
レ
ブ
の
英
会
話
教
室

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
本
語
教
師
養
成
講
座

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

経
営
者
・
経
営
管
理
者
・
リ
ー

ダ
ー
社
員
必
見
セ
ミ
ナ
ー

「
地
産
地
消
」

○得
家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

ふ
る
さ
と
出
前
塾
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●日時　９月14日㈬　19時～21時
●内容　日本料理と地酒を秋の夜長にゆったりと楽
　しみたい方のイベント。地元の蔵元（石鎚酒造、
　首藤酒造、成龍酒造、武田酒造）や料理人との交
　流も楽しめます。
●対象　20歳以上
●定員　45人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　5,000円　　　●申込期限　９月７日㈬

【臨時休館】９月12日㈪・26日㈪は清掃作業
　　　　　　などのため休館します。

食の創造館　℡0898－65－7150

申込先

●日時　９月25日㈰　10時～13時
●内容　初秋に食べる鯛と里芋の料理と豚ばら肉の
　紅葉煮などを作ります。
●講師　今治明徳短期大学調理専修　竹村竜二氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,500円　　　●申込期限　９月16日㈮

●日時　９月28日㈬　10時～13時
●内容　ＩＨの基本的な使い方を学びながら旬の食
　材を使った簡単でおいしい料理を作ります。
●講師　四国電力㈱職員
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　　●申込期限　９月21日㈬

～ ～

　

消
防
署
で
は
、
自
治
会
・
事
業

所
・
各
種
団
体
な
ど
を
対
象
に
消

火
訓
練
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
た
き
火
・
た
ば
こ
・
コ

ン
ロ
な
ど
が
火
災
の
原
因
の
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
、
正
し
い
消
火
器
の
使
用
方

法
と
初
期
消
火
を
学
び
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
申
込
先

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－
０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
６
８

－

０
１
１
９

■
日
時

　

９
月
29
日
㈭
・
３0
日
㈮

　

９
時
～
１６
時

■
場
所

　

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

■
受
講
料

　

８
８
０
０
円
（
危
険
物
安
全
協

会
会
員
は
６
３
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

４
２
０
０
円

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

■
申
込
先

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■
日
時

○
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者

　

１１
月
2５
日
㈮　

９
時
～
１2
時

○
給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険
物
取

　

扱
者

　

１１
月
2５
日
㈮　

１３
時
～
１６
時

■
場
所　

東
予
地
方
局
大
会
議
室

■
対
象
者

○
継
続
し
て
危
険
物
の
取
扱
作
業

　

に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱

　

者
は
、
前
回
受
講
日
か
ら
３
年

　

以
内
に
受
講

○
新
た
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

　

従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
は
、

　

従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

　

ら
１
年
以
内
に
受
講

■
定
員　

各
１
２
０
人

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈭
～
１１
月
１8
日
㈮

■
申
請
書
の
配
布
場
所

　

東
予
地
方
局
総
務
県
民
課
、
消

防
本
部
、
西
消
防
署

■
問
合
せ

　

西
条
市
危
険
物
安
全
協
会
（
消

防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

【
鳴
く
虫
探
聴
会
】

■
日
時　

　

９
月
１６
日
㈮　

１9
時
～
2１
時

■
定
員　

８
人

■
集
合
場
所　

円
山
森
林
公
園

■
参
加
費　

６
０
０
円

【
草
木
染
・
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
で

染
め
る
】

■
日
時　

９
月
22
日
㈭

　
　
　
　

９
時
３0
分
～
１2
時

■
定
員　

６
人

■
参
加
費　

６
０
０
円
と
布
代

【
申
込
先
】
石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
１0
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
安
全
な
使
い
方
を
含
め
た

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
１8
日
㈰　

９
時
～
１2
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
申
込
先　

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

正
し
い
消
火
器
の
取
り
扱
い
を

体
験
し
て
み
よ
う

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
乙
種
第

４
類
）
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
法
定
講
習
会

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室
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【
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
１0
回
）

○
初
級　

９
月
１５
日
～
１2
月
１
日

　

の
木
曜
日

　

１３
時
３0
分
～
１５
時
３0
分

○
中
級　

９
月
2１
日
～
１2
月
７
日

　

の
水
曜
日

　

１３
時
３0
分
～
１５
時
３0
分

■
内
容

　

朗
読
お
よ
び
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
つ
い
て
の
学
習

■
場
所

○
初
級　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
も
て
こ
い
元
気
館
）

○
中
級　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

【
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座
】

■
日
時
（
全
１0
回
）

　

９
月
29
日
～
１
月
１2
日
の
木
曜

日　

１３
時
３0
分
～
１５
時
３0
分

■
場
所　

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

　

点
字
お
よ
び
点
訳
の
基
礎
に
つ

い
て
の
学
習

【
申
込
先
】　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
障
害
者
の

職
業
能
力
開
発
と
雇
用
促
進
を
図

る
た
め
の
技
能
競
技
大
会
で
す
。

■
開
催
日　

１１
月
６
日
㈰

■
場
所　

　

（独）
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
愛
媛

セ
ン
タ
ー
（
松
山
市
）

■
参
加
資
格　

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
い
ず
れ
か
を
所
持
す
る
１５
歳
以

上
の
方

■
競
技
種
目　

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
箱
折
り
、

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

■
申
込
期
限　

９
月
１６
日
㈮

■
申
込
先

　

㈳
愛
媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支

援
協
会

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
３

－

６
６
２
２

FAX
０
８
９

－

９
３
２

－

２
１
８
１

■
派
遣
先
国　

　

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ

ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス

イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ス
ト
ニ

ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
韓
国
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

■
応
募
資
格　

　

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
９

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
校
生

■
参
加
費　

　

１
１
８
万
円
（
1
学
年
間
滞
在
、

各
種
奨
学
金
制
度
あ
り
）

■
選
考
方
法

　

書
類
審
査
、
学
科
（
英
語
、
一

般
常
識
）、
面
接
（
英
会
話
、
保

護
者
お
よ
び
学
生
面
接
）

■
問
合
せ

　

㈶
ワ
イ
・
エ
フ
・
ユ
ー
日
本
国

際
交
流
財
団

　

地
区
委
員
・
渡
辺

ＴＥＬ
０
９
０

－

６
２
８
３

－

６
７
４
９

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を

利
用
し
た
教
育
課
程
と
月
１
～
２

回
の
登
校
で
、
３
年
間
で
高
校
卒

業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

■
募
集
内
容　

高
等
学
校
普
通
科

　

後
期
入
学
生

■
対
象　

　

中
学
校
を
卒
業
し
た
後
高
等
学

校
に
入
学
し
て
い
な
い
者
、
高
等

学
校
を
途
中
退
学
ま
た
は
在
学
中

の
者
。

■
申
込
方
法　

　

請
求
に
よ
り
入
学
案
内
書
と
願

書
を
配
付
、
出
願
受
付
順
に
書
類

選
考
と
面
接
を
実
施
。

■
出
願
期
限　

○
新
入
生
・
編
入
生

　
　
　
　
　

１0
月
20
日
㈭

○
転
入
生　

１１
月
20
日
㈰

■
問
合
せ　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

ＴＥＬ
０
４
２

－

５
７
３

－

８
１
１
１

URLhttp://w
w

w
.n-gaku.jp/sch

■
募
集
内
容　

　

短
期
課
程
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

■
訓
練
期
間

　

１0
月
４
日
㈫
～
平
成
24
年
３
月

2３
日
㈮
（
６
ヵ
月
）

■
定
員　

１0
人

■
応
募
資
格

　

就
職
の
た
め
知
識
や
技
能
を
習

得
し
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
方

■
選
考
日　

９
月
１2
日
㈪

■
応
募
期
限　

９
月
５
日
㈪

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

　

灯
台
記
念
日
行
事
の
一
環
と
し

て
「
灯
台
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
絵
画
作
品
を
募
集
。

■
応
募
資
格　

小
・
中
学
生

■
応
募
期
限　

　

９
月
９
日
㈮
（
必
着
）

■
応
募
方
法　

　

作
品
は
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

に
限
り
、
サ
イ
ズ
は
Ａ
３
・
Ｂ
３

ま
た
は
八
ツ
切
・
四
ツ
切
の
画
用

紙
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法　

　

作
品
の
裏
側
に
次
の
事
項
を
記

入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
題
名
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
性
別
④
生
年
月
日
⑤
学
年
⑥
住

所
・
電
話
番
号
⑦
学
校
名
と
そ
の

所
在
地

○
宛
先　

〒
１
０
５

－

０
０
０
１

　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１

－

３

－
　

６　

彩
翠
ビ
ル　

㈳
燈
光
会

■
後
援　

海
上
保
安
庁

■
問
合
せ　

㈳
燈
光
会

ＴＥＬ
０
３

－

３
５
０
１

－

１
０
５
４

URLhttp://w
w
w
.tokokai.org/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

第
９
回
え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
参
加
者
募
集

高
校
生
の
交
換
留
学
生
募
集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
高
等
学
校

生
徒
募
集

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集



●今治街道道しるべ展
　松山から海岸回りで桜井までの今治街道・金毘羅街道の
里程標・藩境石などを紹介。
期間　９月２日㈮まで
●松山街道・金毘羅街道道しるべ展
　松山から桜三里経由で川内土谷までの松山街道と金毘羅
街道の道しるべなどを写真で紹介。
期間　９月８日㈭～11月６日㈰

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

【開館時間】９時～17時
【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

●特別展示　日本刀の展示
　館所蔵の重要美術品である、来国行の太刀とその拵え、
和泉守国貞、備州長船祐定、粟田口近江守忠綱、西条藩お
抱え刀鍛冶矢野俊一作の刀を展示。
期間　９月１日㈭～29日㈭
●郷土史講座　刀の手入れと保存
日時　９月15日㈭　13時30分～15時30分
講師　刀剣研師　渡辺清高氏　（号：刀仙）　
定員　30人　　申込期限　９月11日㈰

●馬の目会　日本画展
　馬の目会会員10名の３回目の日本画作品展。
期間　９月９日㈮まで
●全日本写真連盟東予支部展
　年ごとに会員数、作品ともに充実してきている全日本写
真連盟東予支部の10回目の写真作品展。
期間　９月14日㈬～28日㈬

【開館時間】８時30分～17時
【９月休館日】月曜日、23日㈮

【開館時間】９時～17時30分
【９月休館日】水曜日、20日㈫、26日㈪、30日㈮

●特別展示　収蔵品特集２
　「伊予の国　小松藩の人々」
　小松藩、江戸時代の代表的な人物を紹
介する展示。小松藩主や藩士、商人、農
民、絵師など小松に生きた人々を紹介。
期間　９月18日㈰～11月23日㈬ 小松三代藩主

　一柳因幡守直卿公

よいお湯に、美味しい食事、日帰りでさっぱり、泊まりでのんびり！

河之内甲494番地　TEL0898－66－0372　FAX0898－66－6461　info@hontani.com

年中無休　※清掃日は13時まで札止め。
●清掃日　本館・家族風呂：毎週水曜日
　　　　　新館：第２・４金曜日
●入　浴　９時～22時（札止め：21時30分）
●宿　泊　チェックイン：15時
　　　　　チェックアウト：10時

毎月６・16・26日は
椅子式全身マッサージ器無料開放日

●沖縄民芸品の展示会
　沖縄民芸品（陶器、織物、生活用品など）に加え、九州
地方、李朝（朝鮮）などの陶器を展示。
期間　９月18日㈰まで
●九州地方の陶磁器展
　本土復帰協定40周年の沖縄展に続き、古伊万里など九州
各地の陶磁器を展示。
期間　９月24日㈯～10月30日㈰
○民藝陶器展示コーナー充実しました
　来館者の皆さまのご意見も
参考に各地の民藝陶器などを
充実しました。販売もしてお
りますので、ご来館ください。
※砥部、倉敷堤、出西、備前
　窯、倉敷ガラス、木工など

【開館時間】９時～16時30分
【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【９月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日

●こころの旅路300里
　　　ー歩き遍路らの写真展ー
　砥部町在住の遍路ジャーナ
リスト井上三郎氏が四季を通
じて約30年間、お遍路さんた
ちを撮り続けた写真展です。
期間　９月１日㈭～29日㈭
場所　椿交流館

こしら
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●木工教室「キャンドルを作ろう」
　基礎からの指導で、初めての方でも簡単に作れます。
日時　９月10日㈯・24日㈯　13時30分～15時30分
定員　15人　　材料費　770円
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　９月２日㈮・16日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　９月７日㈬・28日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展「和紙ちぎり絵展」
　南邦子サークルの皆さんの作品展示。
期間　９月１日㈭～24日㈯

【開館時間】９時～22時
【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

●夫婦作品展
　吉岡幸男氏がスイスで撮影した美
しい湖畔の町や万年雪の大氷河など
の写真を展示。併せて吉岡千里氏の
俳句・俳画を展示します。
期間　９月２日㈮～29日㈭
●考古学講座
日時　９月11日㈰　13時～15時
テーマ　総社川流域の遺跡群
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　松村さを里氏
●火おこし体験
日時　９月11日㈰・25日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。

【開館時間】９時～17時
【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

マッターホルン

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時 備　　　　考

19日㈪
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース

木彫教室電子工作
フラッシュライト２

10日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：10人
１～３年生は保護者同伴

５歳～中学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：250円
必要な物：エプロン

３日㈯
10：00～12：00

３日㈯
13：30～15：30

将棋教室 18日㈰
13：30～15：00

染め物教室

押し花教室

11日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：20人
幼児は保護者同伴　材料費：200円

小学生　定員：15人
材料費：500円

小学生　定員：20人
材料費：500円

おもしろ紙ねんど教室 11日㈰
10：00～12：00

イラスト教室 小学３年～中学生
定員：15人　材料費：100円

17日㈯
13：30～15：30

３日㈯
19：30～21：00

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせなどおはなしのへや

毎週土・日曜日
（24・25日を除く）
14：00～14：30

楽しい英語絵本の読み聞かせストーリーテリング
毎週土曜日
（24日を除く）
11：00～11：30

こどもの国　９月の行事予定表 定員制の行事や教室は早めに、直接または電話でこどもの国へ予約してください。
※10月の行事予定表は９月15日㈭からこどもの国にあります。

●紅鳥会
　写真、水墨画、書など趣味の作品展示。
期間　９月10日㈯～17日㈯　９時～17時
　　　※最終日は15時まで

▼　プラネタリウム情報　▼

ガチャピン・ムックのプラネタリウムで遊んじゃおう
投影開始時間：７月から投影時間を一部変更
（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

【開館時間】８時30分～17時
【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

エコクラフト
かんたんかご作り

太陽や星を見る会　第３回
夏の星座と星雲・星団

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器作り

４日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース囲碁教室 ４日㈰

13：30～15：00

絵画教室 小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

17日㈯
10：00～12：00

18日㈰
13：30～15：30

グラスアート
５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円

19日㈪
10：00～12：00

小学生以上　定員：15人
材料費：350円
作品のお渡しには３週間ほどかかります

七宝焼教室

●市内小・中学生無料開放日
日時　９月３日㈯・10日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　９月24日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
　当施設は水中モニターを設置しています。水中での動き
を映像にするため、効果的に水泳フォームをチェックする
ことができます。
登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時
【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫
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●すこやか子育て巡回講演（要申込）
　９月８日㈭　10時～12時　　対象：乳幼児の保護者（乳幼児同伴可）
　講師：えひめこどもの城相談員　小西佳子氏
　※個別相談の時間あり。
●ゲーム遊び（要申込）
　９月10日㈯　14時～15時30分　　対象：小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　９月13日㈫　　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●工作広場「染物体験」（要申込）
　９月17日㈯　10時30分～12時　　対象：小学生　定員：15人

●みんなで遊ぼうデー
　９月３日㈯　13時30分～14時30分　　対象：幼児・小学生
　けん玉を作って遊ぼう。
●茶道クラブ
　９月10日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●敬老の日のプレゼント作り
　「おてがるタオルハンガー作り」（要申込）
　９月10日㈯・17日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　　定員：各20人
●リズム教室（要申込）
　９月24日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

広岡甲92－2　℡0898－66－5342大町456－1　℡0897－56－2511

●みんな集まれ！　放課後ドッジボール大会
　９月14日㈬・21日㈬　16時～16時50分
　対象：小学生
●土曜あそび隊「しんりゃくゲーム」
　９月17日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生　　
　定員：20人
　どこでも楽しめる
　かんたんなボード
　ゲームです。　

●敬老の日のプレゼント作り「エコクラフトのフクロウ」（要申込）
　９月17日㈯　13時30分～、18日㈰　10時30分～
　対象：幼児・小学生　　定員：各10人
●リトミック（要申込）　　９月21日㈬　10時30分～11時
　対象：２歳～未就学児　　定員：親子10組
●こども映画会「スポンジ・ボブ」
　９月24日㈯　13時30分～
●乳幼児相談
　９月30日㈮　10時30分～11時30分
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳

氷見西新開59　℡0897－57－6061 丹原町池田1802－3　℡0898－68－6960

【開館時間】８時30分～17時　【９月休館日】月曜日、20日㈫、23日㈮

※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　  ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

【開 館 時 間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【９月休館日】
　西条図書館：30日㈮　
　東予図書館：月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫、30日㈮
　丹原図書館：金曜日（23日開館）、20日㈫、26日㈪、27日㈫
　小松温芳図書館：水曜日、20日㈫、26日㈪、30日㈮

●２日・16日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●９日・23日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●10日・24日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●４日・18日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

※８月よりコース・時間が変更されてお
りますのでご注意ください。

●５日・19日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●13日・27日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●７日・21日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
旧大町公民館　　　　　15：10～15：40

●14日・28日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
新御堂児童公園　　　　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●８日・22日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　９月10日㈯　15時～16時　　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　９月21日㈬　10時～11時　　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　９月14日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○おはなし会
　９月10日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
　９月22日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会
　９月24日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。
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「阿波のでこまわし」を知っていますか？
西条市教育委員会小松分室
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「
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し
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日
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し
ょ
う
か
。
正
月
を
過
ぎ
た
頃

か
ら
家
々
を
回
り
、
門
付
け
芸
と

し
て
種
々
の
人
形
を
操
り
、
無
病

息
災
・
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
な

ど
を
予よ
し
ゅ
く祝

し
て
い
た
徳
島
独
自
の

郷
土
芸
能
で
す
。

　

こ
の
伝
統
芸
能
は
、
い
つ
頃
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
な
ぜ
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

１
９
６
０
年
代
に
な
っ
て
、
生

活
様
式
の
変
化
や
就
業
選
択
の
多

様
化
、
信
仰
や
宗
教
に
対
す
る
価

値
観
の
変
遷
な
ど
が
要
因
と
な
っ

て
廃
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
芸

能
文
化
を
廃
絶
寸
前
に
追
い
込
ん

だ
の
は
、
被
差
別
部
落
に
向
け
ら

れ
た
社
会
の
偏
見
で
し
た
。

　
「
で
こ
ま
わ
し
」
は
、
徳
島
県

内
の
被
差
別
部
落
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
芸
能

に
携
わ
る
こ
と
は
、
被
差
別
部
落

出
身
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
し
た
。

　

同
和
教
育
の
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
当
時
、
社
会
の
偏
見
は
厳
し

く
、
差
別
を
恐
れ
た
人
々
は
幸
せ

を
届
け
、
生
き
る
勇
気
を
与
え
て

く
れ
る
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
か

ら
離
れ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。　

　

今
回
、
芝
原
生
活
文
化
研
究
所

・
阿
波
木
偶
箱
廻
し
を
復
活
す
る

会
の
皆
さ
ん
の
演
じ
る
「
で
こ
ま

わ
し
」
を
鑑
賞
し
て
、
復
活
さ
せ

よ
う
と
す
る
強
い
意
志
と
技
術
習

得
の
苦
労
を
し
の
ぶ
と
同
時
に
、

伝
統
文
化
の
火
は
、
差
別
や
偏
見

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
絶
対
に

消
し
て
は
な
ら
な
い
と
痛
切
に
感

じ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
か
ら
ご
厚
志
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

■
個
人

○
越
智　

賢
（
三
津
屋
）

○
岡
田
ミ
ツ
ヱ
（
壬
生
川
）

○
杉
田
徹
次
（
国
安
）

○
近
藤
恭
正
（
高
田
）

○
古
宅
成
美
（
新
町
）

■
各
種
団
体

○
み
ず
ほ
倶
楽
部

○
西
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
教
室

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
い
し
づ
ち
青
年
部

○
う
し
ろ
の
し
ょ
う
め
ん
だ
〜
れ

○
歌
謡
同
好
会　

北
斗
星

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ

図書が寄贈されました
　７月13日に㈱クラレ西条事業所ふれあい募金会
から市内小学校５校へ図書が寄贈されました。
　この寄贈は、次代を担う小学生に読書を通じて、
豊かな情操を養ってほしいとの趣旨で、平成19年
度から実施されています。
　今回で市内全ての小学校に「クラレ文庫」とし
て寄贈されました。

　７月22日にパナソニックヘルスケア労働組合西条支部か
ら西条市児童デイサービス「かがやき園」に遊具が寄贈さ
れました。
　寄贈された遊具は、かがやき園での療育に利用させてい
ただきます。
　心より感謝申し上げます。

遊具が寄贈されました

日　　時　９月５日㈪～11日㈰
　　　　　月～金曜日：８時30分～19時
　　　　　土・日曜日：10時～17時
電話番号　0570－003－110
　　　　　※携帯電話可、一部ＩＰ電話は不可
相談担当　人権擁護委員・法務局職員
問  合  せ　松山地方法務局　℡089－932－0888

全国一斉
「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
　　　　　　　　　　　　　　強化週間



　

ぶ
ど
う
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
エ
ジ

プ
ト
の
壁
画
に
は
、
ぶ
ど
う
の
栽
培
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
へ
は
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
時
代

に
渡
来
し
た
と
さ
れ
る
諸
説
が
あ
り
、

ぶ
ど
う
の
つ
る
と
葉
を
表
し
た
唐
草
模

様
が
世
界
中
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
古
く
か
ら
な
じ
み
の
深
い

果
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

日
本
で
の
ぶ
ど
う
は
主
に
生
食
用
と

し
て
親
し
ま
れ
、
酸
味
と
甘
み
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
く
、
果
汁
た
っ
ぷ
り
の
品
種

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
種
の
な
い
ぶ

ど
う
は
、
生
育
の
過
程
で
花
穂
を
ジ
ベ

レ
リ
ン
と
い
う
植
物
ホ
ル
モ
ン
に
浸
し

て
種
を
な
く
し
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
主
に
周
桑
地
域
で
栽
培

さ
れ
、
各
所
の
観
光
農
園
で
収
穫
体
験

が
で
き
ま
す
。
太
陽
の
光
を
た
く
さ
ん

浴
び
た
房
の
上
の
方
が
甘
い
の
で
、
下

の
方
か
ら
上
の
方
へ
食
べ
る
と
最
後
ま

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

アップルパイ　村上　健さん
　音楽好きのマスターがパイ屋を始めて38年になります。材
料を厳選し、保存料、添加物を使わない手作りのお菓子を作
っています。
　ぶどうは皮の部分にポリフェノールが含まれるので、皮付
きのままソースにしました。皮と実の間が一番甘いので丸ご
と食べましょう。

　ぶどうにはブドウ糖と果糖が多く含まれています。ブドウ糖は
脳のエネルギー源になり、果糖は体内で短時間でエネルギーに変
わるので、疲労回復に効果を発揮します。巨峰などの黒赤色のぶ
どうには、ポリフェノールの一種であるアントシアニンが豊富で、
血管を丈夫にし、老化を防止する働きがあります。

栄養士チェック

　『桃栗三年柿八年』ということわざがあるように
果物が育つためには、とても長い時間がかかります。
　ぶどうの場合、種から育てると３年以上かかるこ
ともあり、商品になるには枝の剪定や病気など、細
かく気を配りながら育てられています。
　皆さんも農家の方が一生懸命育てた果物を大切に
食べましょう。

愛情込めて育てています！

ムース
砂糖‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50ｇ
巨峰‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １房
ヨーグルト‥‥‥‥‥‥‥ 250ml
ぶどうジュース（果汁100％）‥ 200ml

材　料（150ml カップ10個分）

生クリーム‥‥‥‥‥‥‥ 100ml
板ゼラチン‥‥‥‥‥‥‥ ５ｇ
グラニュー糖‥‥‥‥‥‥ 30ｇ
卵白‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １個分

ソース
巨峰‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 75ｇ
ぶどうジュース（果汁100％）‥‥ 50ml

コーンスターチ‥‥‥ 大さじ1/2
グラニュー糖‥‥‥‥‥ 大さじ１

エネルギー ‥‥‥‥‥ 128kcal
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.3ｇ

栄養価（１個当たり）
タンパク質‥‥‥‥‥‥‥ 2.1ｇ

ぶどうと
　ヨーグルトのムース
ぶどうと
　ヨーグルトのムース

①　板ゼラチンを冷水でやわらかくする。
②　巨峰は皮をむいて種を取り、ココット型などの器に２個
　ずつ入れておく。
③　ボウルにヨーグルト、砂糖、ぶどうジュースを入れ、軽
　く泡立てた生クリームを加えて混ぜる。
④　卵白はしっかり泡立て、泡がつぶれないように③に加え
　さっくり混ぜる。
⑤　湯煎で溶かしたゼラチンを混ぜ、器に流し込んで冷蔵庫
　で２時間程度冷やす。
⑥　ソースを作る。ぶどうジュースと種を取った巨峰を皮付
　きのままミキサーにかけて、茶こしでこす。
⑦　鍋にグラニュー糖、コーンスターチを入れ、⑥を少しず
　つ、だまにならないように加える。弱火にかけてとろみを
　つける。
⑧　固まったムースの上に巨峰を２、３個のせ、巨峰にかか
　るようにソースを流し入れる。

　皮についた白い粉は、ブルーム
という表面を保護する物質です。
ブルームがきれいについたものが
新鮮です。つるが緑色で枯れてい
ないものや皮にハリがあり、ふっ
くらしたものを選び、ビニール袋
か新聞紙で包んで野菜室で保存し
２、３日で食べましょう。

ジュニア野菜ソムリエ
近藤久美さん
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7/26～28　大学と地元高校生との交流講座

7/18　西 条 市  研  修  の 船

7/31　マ リ ン フ ェ ス タ  in  西 条

7/31　くいだおれフェスタ ジュニアグランプリ

7/23・30　西 条  旬  菜  め ぐ り

7/9　小 野 誠 治  卓 球  教 室
8/7　オリックス・バファローズ 硬式野球 教室

7/8　絹かわなすの魅力を首都圏でＰＲ

　フィールド大学構想事業「大学と地元高校生との交流講座」が、
石鎚ふれあいの里で開講され、市内の高校生10人が参加しました。
　京都大学大学院地球環境学堂のご協力の下、大保木地区の社会・
自然環境について住民への聞き取り調査やＧＰＳを使った村落調査
などで大学の研究活動に触れ、大学院生との交流も深めました。

　あいにくの雨模様でし
たが、約800人もの参加
者を乗せたオレンジフェ
リーが岸壁を離れ「研修
の船」がスタート。
　操舵室の見学や四国運
輸局の出前講座、また今
治造船㈱による船に関す
るクイズのほか、救命胴
衣を実際に着用したり、
救命ボートの展張などを
体験して、海への関心と
理解を深める機会となり
ました。

　西条港を会場に開催した「マリンフェスタin西条（マリンスポ
ーツ財団と共催）」には、延べ900人近くが来場。水上オートバ
イやバナナボートを楽しんだり、今治海上保安部の巡視艇「せと
ぎり」に体験乗船するなどして、海での安全な楽しみ方などを学
ぶとともに、海と親しむ１日を過ごすことができました。

　次世代育成支援ス
ポーツ事業「卓球教
室」が、宝くじの収
益による助成を受け
て、総合体育館で開
催されました。
　指導は西予市出身
で世界卓球選手権大
会・男子シングルス
で優勝経験のある小
野誠治先生。
　参加した子どもた
ちは、トップレベル
の技術に大いに触発
された様子でした。

　日本野菜ソムリエ協会との自治体パートナー制度の一貫とし
て、西条の伝統野菜「絹かわなす」の魅力を首都圏の消費者に
発信するワークショップが、東京都渋谷区で開催されました。
　初めて食べる「絹かわなす」のフルーティな甘さや柔らかい
口ざわりに、参加者からは驚きの声が上がり大好評でした。

　夏休みに入った７月23日と30日、西条産の食材を収穫し調理す
ることで地産地消について考える「西条旬菜めぐり」が行われ、
両日で50人余りの親子が参加しました。まず、地元の農家を訪れ
「坊ちゃんかぼちゃ」を収穫。その後、食の創造館でそれらの食
材を親子で協力しながら調理して、おいしくいただきました。

　西条産の食材を使った料理・お菓子コンテスト（㈳西条青年会
議所主催）の決勝大会が食の創造館で開催され、一次審査を通過
した市内の中学生・高校生12人が、創造性豊かな発想でその腕を
競いました。最優秀作品は、西条運動公園で10月30日㈰に開催の
「西条くいだおれフェスタ第２弾」で発表されます。

　近鉄バファローズで活躍した羽田耕一さんら元プロ野球選手の
ほか、北京五輪ソフトボールで捕手として金メダルを獲得した乾
絵美さんなど６人の講師陣の指導の下、市内の小中学生101人が
打撃や守備の基本を学びました。

気
分
は
も
う
大
学
院
生
！

興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
目
が
印
象
的
で
し
た

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
で
安
心
！

地
元
の
食
材
で
日
頃
の
腕
前
を
披
露
し
ま
し
た

絹
か
わ
な
す
と
ほ
か
の
ナ
ス
と
の
食
べ
比
べ

こ
の
中
か
ら
愛
媛
国
体
出
場
選
手
が
輩
出
さ
れ
る
か
も…

▲料理部門１位：東予高２年 飯尾優斗さん(左)

▲菓子部門１位：西条農高２年 伊藤智保さん(右)

　次世代育成支援スポーツ
事業「硬式野球教室」が、
東予運動公園野球場等で開
催されました。

ブ
ル
ペ
ン
で
は
乾
さ
ん
が
熱
血
指
導

選
手
の
目
を
見
な
が
ら

　
　
　

指
導
す
る
羽
田
さ
ん
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市の左官防災顧問からは東日本大震災の現地報告も

殿
っ
、奥
方
様
、熱
中
症
に
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
れ
！

7/17　おかげん祭 市民 花火大会8/17　市 民  納 涼 花 火 大 会

7/30～31　小松町 ふるさと 祭り8/5～7　丹原 七夕 夏まつり

確かな防災力を身につけたリーダーを養成祝 Ｗ出場!　西条球児の全国での健闘を
　北九州市で開催さ
れる全国選抜リトル
リーグ野球大会に、
四国代表として２年
連続７回目の出場を
果たした西条リトル
と、神宮球場などで
開催される全日本学
童軟式野球大会に、
愛媛県代表として初
出場する西条クラブ
スポーツ少年団の選
手の皆さんらが、そ
れぞれ市役所を訪れ
て、元気よく全国大
会での健闘を誓って
くれました。
　体調に気をつけ、
ベストを尽くしてガ
ンバレ！

西
条
リ
ト
ル
（
写
真
上
）
と
西
条
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
皆
さ
ん

　市内の全小学校から６年生の代表児童60人が集まり、防災教育を
切り口にさまざまな体験を通じ自ら考え行動できる力を養う、子ど
も防災サミットと防災キャンプが実施されました。今年の防災キャ
ンプには中学生も参加。また、ベトナム・フエ市の視察団も、社会
性とたくましさを身につける子どもたちの姿に驚きの様子でした。

万
一
に
備
え
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
も
体
験

　東予地区の夏を彩る恒例のおかげん祭市民花火大会が、壬生川
内港で盛大に開催されました。
　特大の15号玉を含む4,500発もの花火が次々と夜空に打ち上げ
られ、集まった観客の皆さんは暗闇に咲いては消える色とりどり
の光の芸術に魅了されていました。

　加茂川の水面を幻想的に染める市民納涼花火大会。豊臣秀吉の
四国進攻による戦死者の慰霊のため、盆の送り火として花火が打
ち上げられたことが始まりといわれています。
　会場を埋めた見物客の皆さんは、夏の終わりを感じさせる川風
を受けながら、夜空に咲く光の大輪に心を奪われていました。

や
っ
ぱ
り
何
と
い
っ
て
も
夏
は
花
火
で
す

　小松町ふる
さと祭りが、
好天にも恵ま
れ盛大に開催
されました。
　第２日目に
は、おなじみ
の「小松音頭
踊り」に加え
今年新たに創
作した「小松
囃子 KOMATSU
-BAYASHI」が
披露されて、
会場は大盛り
上がり。また
公募によるお
姫様が登場し
た大名行列に
は多くの声援
が送られ、行
列参加者は日
没後も残る暑
さの中でした
が、沿道に笑
顔を振りまい
ていました。

地 域 の パ ワ ー が 閃 光 と な っ て 熱 く ス パ ー ク ！！

　趣向を凝ら
した七夕飾り
のアーチに彩
られた丹原商
店街。華やか
にライトアッ
プされた笹飾
りの下、地域
の皆さんによ
る盆踊りや子
どもたちのダ
ンスなどが披
露され、突然
降り出した雨
を吹き飛ばす
かのような熱
気に会場は包
まれていまし
た。
　また、ゲス
トの吉野連の
軽快な阿波踊
りには、沿道
の見物客も思
わず飛び入り
参加していま
した。

降り出した雨にも
負けず、一糸乱れ
ぬ盆踊りを舞う皆
さん（写真左)

衣装をバッチリ決
めて、西条踊り「IS
HI-ZUCHI」を見事
に踊りきった西山
幼稚園児(写真下)

夜
景
に
勝
る
一
瞬
間
の
美
し
さ

広報さいじょう　2011　9月号23



　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

稲

井

爽

秋
　

選

花は
な
び
え冷

や
妻
に
似に

し
背
に
ふ
り
返か

え

る
　
　
　
藤

　
　
泉

雨
上
り
紫あ

じ

さ

い

陽
花
の
彩い

ろ

鮮あ
ざ

や
か
に

　
　
　
　
高
橋
和
子

夏
の
客
ま
ず
名
水
で
も
て
な
せ
り

　
　
　
青
野
義
明

梅つ

ゆ

あ

雨
明
け
の
空
に
追
ふ
雲
逃に

げ
る
雲

　
　
川
原
利
代

大お
お
み
な
み

南
風
還か

へ

ら
ぬ
戰と

も友
の
叫さ

け

ぶ
ご
と

　
　
　
伊
藤
通
友

境け
い
だ
い内

を
上の

ぼ

る
石
段
蝉せ

み

時し

ぐ

れ雨
　
　
　
　
　
　
高
橋

　
和

夕ゆ
う

点て

ま

え前
浴ゆ

か

た衣
の
帶
を
ゆ
る
く
締し

め
　
　
　
大
森
妙
子

子
の
年ね

ん

き忌
終
へ
て
旅
終お

ふ
花は

な

木む

く

げ槿
　
　
　
秋
山
露
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

伊

藤

凡

々
　

選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
を
退
い
た
会
社
の
株
が
気
に
掛
か
る
　
　
塚
靖
樹

暑
さ
に
は
エ
コ
で
涼
し
い
花
氷
　
　
　
　
近
藤
忠
夫

先
立
っ
た
妹
偲
ぶ
丸
い
月
　
　
　
　
　
　
永
井
　
幸

独
り
居
の
庭
の
胡
瓜
が
生
り
過
ぎ
る
　
池
田
千
賀
子

節
電
に
早
風
呂
早
寝
朝
寝
坊
　
　
　
　
榊
原
志
津
子

ト
ッ
ピ
ン
グ
に
工
夫
を
凝
ら
す
冷
や
奴
　
今
井
利
江

名
医
で
も
法
を
犯
せ
ば
身
の
破
滅
　
　
西
原
お
さ
む

家
計
簿
の
ピ
ン
チ
漬
物
フ
ル
コ
ー
ス
　
　
林
マ
キ
子

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

藤

田

虎

雄
　

選

高た
か
な
わ縄

の
山
路
降く

だ

り
に
遥
か
見
る
瀬
戸
夕
凪
ぎ
の
橋
脚

白
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
原
あ
け
み

浅せ
せ
ら
ぎ瀬

に
半は

ん
げ
し
ょ
う

夏
生
の
群
生
は
夏
に
雪
か
と
見み

ま

が紛
う
ほ
ど

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
賀
和
子

車
椅
子
の
日
暮
れ
の
小
道
し
ず
か
な
り
空
見
上
ぐ
れ

ば
零こ

ぼ

れ
星
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
島
キ
ヨ
ノ

十
五
夜
の
月
に
誘
わ
れ
散
歩
道

　
盆
が
近
い
と
蛙
が

唄
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
加
房
子

讃さ

ぬ

き

じ

岐
路
で
団う

ち

わ扇
を
求
め
子
に
送
る
節
電
の
夏
の
一
助

に
な
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
百
合
子

朝
夕
に
数
々
の
薬
い
た
だ
き
て
八
十
七
歳
我
れ
は
生

き
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
見
田
鶴
子

今
一
度
話
し
た
か
り
し
友
な
る
に
小
雨
の
中
を
柩

ひ
つ
ぎ

の

離さ
か

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
　
泉

二
十
歳
で
耳
も
聞
こ
え
ぬ
犬
な
れ
ど
五
時
の
散
歩
は

ち
や
ん
と
待
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
吉
田
喜
代
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵

送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

▲国際交流員
　ケイレブ・デマレーさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「JETプログラムの国際交流員として、愛媛県西条市に派遣され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たのは間違いなく運命だ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう信じてきた私には理由があった。国際交流員の面接を受けた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時、将来に関する希望や夢を当然聞かれた。常に文学と読書で頭が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いっぱいだった私は、すぐに答えられた。「日本文学を勉強してき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た者として、国際交流員の経験を将来に活かし、いずれ日本文学の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授になりたいです」と自信満々で言った。以前、千葉県に留学し
　ていた頃に愛媛県生まれの大江健三郎に手紙を書き、それを大江の自宅に届けてもらったことを面接で言えたの
　が、愛媛県に派遣されたことに深くつながっていると今も思わずにはいられない。
　　面接に合格し、国際交流員としての行き先が愛媛県であることを知ってから、ワクワクの日々が始まった。大
　江が生まれた大瀬村を何度も彼の作品を読みながら想像したことがあり、大江が学校を抜け出して一人で森の大
　きな木の下で独学をしていたように、私も自国を抜け出して自分を探しに愛媛に行くのだ、と信じていた。西条
　市に引っ越すのに大量の荷物を持ってきたが、大江の全作品第一期も持ってきたのだ。今まで愛読してきた大江
　をさらに深く読む勢いで愛媛県に来た。
　　しかしながら、西条市に住んで４年が経ち、大江を一切読んでいない。現在の内子町にある大瀬村の大江の生
　家を訪ねて行ってもいない。以前、毎日大江のことで夢中だった私は、もう存在しないのか。逆に、大江が生ま
　れた愛媛県に来てはならなかったのか。西条市が愛しの第二の故郷になったので、決してそう思わない。が、愛
　読してきた、一番深く自分の考えに知的な影響を与え、生きる意味をしみじみ感じさせられた大江健三郎をなぜ
　読まなくなったのか。
　　あと１年だけ西条市に住むのだが、１年間で日本文学に対する熱意を取り戻し、再び大江の作品に夢中になり
　大学院生として日本文学を研究する心構えをしたいと熟考している。

文学と大江と私の将来
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■行政相談
○９月６日㈫・10月４日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○９月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○９月27日㈫　９時～12時　中川公民館　　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○９月13日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○９月16日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■人権相談
○９月13日㈫　13時～17時　東予農村環境改善センター　
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は９月１日㈭～）
○９月14日㈬・28日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○９月21日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は９頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　９月13日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■社会保険出張相談
　９月14日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　９月８日㈭　10時～16時　市民会館２階（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■不動産無料相談
　９月８日㈭　13時～15時
　西条宅建協会事務所（明屋敷57-11　兵庫ビル２階）
　問合せ・主催　西条宅建協会　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　９月12日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」℡0897－55－1018
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■精神障害者の家族相談会
　９月15日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階 社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■補聴器相談会
　９月21日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階 102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■お酒の悩み相談
　９月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■東予サポートステーション出張相談会
日時　９月６日㈫・20日㈫　13時～17時
場所　ハローワーク西条
対象　おおむね40歳未満で就業していない方、その保護者
問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181
　　月～水・金曜日：10時～18時　　木曜日：11時30分～19時30分
■多重債務者無料相談会（予約制）
日時・場所　９月14日㈬　10時～16時　東予地方局今治支局
予約受付時間　月～金曜日の８時30分～17時15分
問合せ　東予地方局総務県民課　℡0897－56－1300
■法務局くらしの相談所
日時　10月２日㈰　10時～15時　（受付は14時30分まで）
場所　総合福祉センター３階視聴覚室
問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0897－56－0188

■障害者相談支援センター相談会
日時　９月８日㈭　10時～12時
場所　東予総合福祉センター２階ふらっと
問合せ　西条市社会福祉協議会　℡0898－64－2600
　　　　知的障害者更生施設星の里　℡0897－53－1112
■司法書士全国一斉成年後見無料相談会
　～相続・遺言・成年後見～
日時　９月23日㈮　13時～17時　（受付は16時30分まで）
場所　総合福祉センター
問合せ　リーガルサポートえひめ支部　℡089－941－8065
■無料司法書士法律相談所
日時・場所　10月１日㈯　10時～15時　総合文化会館
　　　　　　10月４日㈫　10時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
問合せ　愛媛県司法書士会　℡089－941－8065
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け
て
い
れ
ば
こ
ん
な
に
な
ら
ず

に
済
ん
だ
の
に
…
。」
と
い
う
後

悔
の
念
で
し
た
。

◆
子
宮
が
ん
検
診

　

わ
が
国
の
子
宮
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
、
欧
米
が
約
80
％
、
韓
国

・
台
湾
が
約
６0
％
な
の
に
対
し
て
、

た
っ
た
20
％
強
程
度
と
大
変
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
調
査
で
は
、
検
診
を
受

け
な
い
理
由
と
し
て
「
恥
ず
か
し

い
」
だ
け
で
は
な
く
「
め
ん
ど
う

だ
」
と
い
う
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

子
宮
が
ん
に
か
か
っ
て
、
赤
ち

ゃ
ん
の
い
た
子
宮
を
手
術
で
摘
出

し
た
向
井
亜
紀
さ
ん
は
、
記
者
会

見
で
「
20
代
か
ら
の
検
診
を
し
て

ほ
し
い
」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
ま

し
た
。
そ
の
姿
は
衝
撃
的
と
い
っ

て
も
い
い
ほ
ど
、
説
得
力
が
あ
り

ま
し
た
。
向
井
さ
ん
が
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
は
、
早
期
発
見
が
子
宮

が
ん
の
治
療
で
最
も
大
切
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
当
時
は
３0
歳
以
上

が
子
宮
が
ん
の
検
診
・
検
査
の
対

象
で
し
た
。
し
か
し
、
自
治
体
に

よ
っ
て
は
こ
こ
数
年
で
１8
歳
ま
で

引
き
下
げ
る
と
い
う
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
子
宮
頸
が
ん
の

原
因
が
、
性
交
渉
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

と
い
う
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
性
交
渉
の
頻
度
の
多

い
若
い
世
代
か
ら
の
検
診
が
有
効

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

◆
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　

現
在
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
実
用
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

性
的
活
動
の
開
始
前
に
接
種
す

る
と
最
も
効
果
的
で
、
１0
歳
か
ら

１4
歳
、
次
に
１５
歳
か
ら
2６
歳
、
そ

の
次
に
27
歳
か
ら
4５
歳
の
女
性
に

推
奨
さ
れ
ま
す
。

　

授
乳
婦
に
は
接
種
で
き
ま
す
が
、

妊
婦
に
は
接
種
し
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
に
妊
娠
が
判
明
し
た
場

合
で
も
人
工
妊
娠
中
絶
の
必
要
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
分
娩
後
に
行

う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が
ん

の
６0
％
か
ら
70
％
の
予
防
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
す
べ
て
の
子
宮
頸

が
ん
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
た
女
性
も
子
宮
が
ん
検

診
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

西
条
市
で
は
今
年
度
、
中
学
１

年
生
か
ら
高
校
２
年
生
に
相
当
す

る
女
性
に
対
し
て
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
補
助
促
進

し
て
い
ま
す
。

　

十
分
な
予
防
効
果
を
得
る
に
は
、

３
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。
２
回

目
、
３
回
目
の
接
種
は
そ
れ
ぞ
れ

初
回
接
種
後
１
カ
月
、
６
カ
月
で

行
い
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
か
つ
て
供

給
量
の
不
足
が
起
こ
り
、
接
種
時

期
に
よ
っ
て
は
公
的
補
助
を
受
け

ら
れ
な
い
事
態
も
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
の
性
質
上
３
回
の

接
種
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。

　

他
の
ワ
ク
チ
ン
と
の
接
種
間
隔

は
、
生
ワ
ク
チ
ン
（
麻ま

し
ん疹
、
風ふ

う
し
ん疹
、

水す
い
と
う痘

な
ど
）
で
は
接
種
後
27
日
以

上
、
他
の
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ａ
型
肝
炎
、
Ｂ

型
肝
炎
な
ど
）
で
は
接
種
後
６
日

以
上
の
間
隔
を
お
い
て
接
種
し
ま

す
。

　

接
種
後
は
、
失
神
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
け
い
れ
ん

等
の
有
害
事
象
が
現
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
接
種
施
設
で
約
３0
分

の
待
機
が
必
要
で
す
。

　

子
宮
が
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
不
正
出
血
や
下
腹
部
の

痛
み
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
進

行
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
決
し
て
め
ん
ど
く
さ
が

ら
ず
、
し
か
も
恥
ず
か
し
が
ら
ず

に
進
ん
で
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

◆
将
来
の
子
宮
が
ん
検
診

　

西
条
市
は
子
宮
が
ん
検
診
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
１8
歳
以
上
の
女

性
を
対
象
に
子
宮
が
ん
検
診
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ー

ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
集
団
検
診
車
で
の
検
診

の
み
で
す
が
、
検
診
率
の
向
上
を

め
ざ
し
て
近
い
将
来
か
か
り
つ
け

の
産
婦
人
科
で
の
検
診
で
も
そ
の

ク
ー
ポ
ン
券
が
使
え
る
動
き
が
出

て
い
る
よ
う
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
に
関
し
て

西条市医師会会員
サカタ産婦人科
院長　坂田圭司
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９月の乳幼児相談

30日㈮　10：30～11：30　西条西部児童館

28日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

９日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

８日㈭　９：30～11：00　田野公民館

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

１日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　９月２日㈮
○東予保健センター　９月９日㈮
○丹原保健センター　９月30日㈮
○小松保健センター　９月16日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月26日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　９月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
◆パルティ・フジ東予店
　９月21日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月27日㈫　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

９月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

22日㈭
13日㈫

27日㈫

21日㈬
８日㈭

６日㈫
15日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年５月１日～
５月31日の出生児

平成23年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

中央保健センター

▼食事のツボ講座　９月・10月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

９月16日㈮

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

10月21日㈮

10月３日㈪

10月６日㈭

10月14日㈮

バランス編

９月５日㈪

９月１日㈭

９月９日㈮

カロリー編 受講時間

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

小松保健センター

▼野菜を食べよう教室　９月・10月の日程等　　※申し込みは１週間前まで受付

15人

中央保健センター 15人

９月21日㈬

10月20日㈭

場所・申込先

講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

開催日 定員 受講時間

※11月は東予保健センター、12月は丹原保健センターで実施予定

中学生の方へ　子宮頸がん予防ワクチンの接種が再開されました！▼ウォーキング教室の日程等　　※申し込みは前日まで受付、祝日・年末年始は休講

10月７日～１月27日の金曜日　　13時30分～15時中央保健センター

日　　　時場所・申込先

10月５日～１月25日の水曜日　　13時30分～15時東予保健センター

10月４日～１月24日の火曜日　　13時30分～15時丹原保健センター

10月５日～１月25日の水曜日　　９時30分～11時小松保健センター

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。今年度からポールを使ったノルディックウォーキングも取
　り入れています。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　９月６日㈫から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

健康生活始めましょう

　子宮頸がん予防ワクチンの接種については、ワクチンの供給量が十分でないことから、接種の差し控えをお願いしてき
ましたが、一定の供給量が確保される見通しとなりましたので、７月20日から中学生の方の接種が再開されました。
　これにより高校１年生・２年生相当の年齢の方を含め、対象者全ての方の接種ができるようになりました。
　ワクチン接種を希望される方は、必ず医療機関へ予約したうえで接種を受けてください。なお、この事業の対象者で西
条市民の方は、接種開始時期にかかわらず、平成24年３月31日まで無料で接種を受けることができます。

９・10月の総合健診日程・場所・申込先 健康診査、肝炎ウイルス検診、がん検診

健康を守るために総合健診を受けましょう！

※総合健診について詳しくは「平成23年度健康カレンダー」をご覧いただ
　くか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者・内容
●対象者
○平成24年３月31日現在において、
　18～39歳の方、国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方等）
●内容
　問診、身体計測、腹囲測定、血圧、検尿、血液検査、診察
※診察結果等に応じて詳細な健診を実施する場合があります。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
肝炎ウイルス検診の対象者・内容
●対象者
　平成24年３月31日現在において、40歳の方、過去に肝炎ウ
イルス検診を受診していない41歳以上の方
●内容　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス血液検査

がん検診の対象者・内容
●胃がん検診　　対象者：18歳以上の方　　内容：胃部レントゲン
●肺がん検診　　対象者：18歳以上の方　　内容：胸部レントゲン
●大腸がん検診　　対象者：30歳以上の方　　内容：便潜血検査
●腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の奇数年生まれの方
　内容：腹部画像検査
●前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　内容：血液検査（腫瘍マーカー）
●乳がん検診
　対象者：40歳以上の女性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　内容：マンモグラフィー検査
　対象者：30歳から39歳の女性で昭和の奇数年生まれの方
　内容：超音波検査（エコー検査）
●子宮頸がん検診
　対象者：18歳以上の女性　　内容：視診・細胞診

受付時間：●…８時30分～11時　　◆…８時30分～10時　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時
　　　　　◎…８時30分～11時（診察時間　９時30分～11時）

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ● ●

●

●

●

●

がん検診 申込先実施場所日程

東予保健センター
℡0898－64－5333

中央保健センター
℡0897－52－1215

丹原保健センター
℡0898－68－7300

小松保健センター
℡0898－72－6515

９／７ ㈬
９／18 ㈰
９／21 ㈬
９／29 ㈭
10／19 ㈬
10／24 ㈪
10／28 ㈮
10／29 ㈯
９／26 ㈪
10／５ ㈬

西
条

地
区

東
予

丹
原

小
松

東予保健センター

中央保健センター

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ● ●
●
● ◎●

● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●

●

●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●

10／12 ㈬
10／21 ㈮
10／22 ㈯
９／12 ㈪
９／13 ㈫
９／15 ㈭

● ● ● ● ■ ● ●●

丹原保健センター

●● ● ● ● ■ ●●

田野公民館

●● ● ● ● ●●

桜樹公民館 ◆ ◆ ◆ ◆

中川公民館
丹原保健センター

● ● ● ● ■ ●●
９／20 ㈫
10／３ ㈪
９／14 ㈬
10／６ ㈭
10／26 ㈬

小松農村環境改善センター
小松保健センター

小松公民館

● ● ● ● ■ ●●
●● ● ● ● ■ ●●

● ● ● ● ■●
● ● ● ● ■ ●

●

●
●

● ● ● ● ■

●

●

胃

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●● ● ● ● ■ ●● ●
◆◆
●
●
●
●
●
●

飯岡公民館
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９月の乳幼児相談

30日㈮　10：30～11：30　西条西部児童館

28日㈬　９：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

９日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

８日㈭　９：30～11：00　田野公民館

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

１日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　９月２日㈮
○東予保健センター　９月９日㈮
○丹原保健センター　９月30日㈮
○小松保健センター　９月16日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　９月26日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　９月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■９月の献血日程
◆パルティ・フジ東予店
　９月21日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
◆フジグラン西条
　９月27日㈫　10時～16時
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

９月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

22日㈭
13日㈫

27日㈫

21日㈬
８日㈭

６日㈫
15日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成23年５月１日～
５月31日の出生児

平成23年５月１日～
６月30日の出生児13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成22年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成20年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の内側から美しくなる

中央保健センター

▼食事のツボ講座　９月・10月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

９月16日㈮

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

10月21日㈮

10月３日㈪

10月６日㈭

10月14日㈮

バランス編

９月５日㈪

９月１日㈭

９月９日㈮

カロリー編 受講時間

　野菜の効果や効能を学習し、１日の摂取目安量である350gの量を実際に目
で見て体験するなど、野菜の上手な食べ方や調理方法を身につけます。
対象　市内在住の方で、特定保健指導対象者、食と健康に興味のある方

小松保健センター

▼野菜を食べよう教室　９月・10月の日程等　　※申し込みは１週間前まで受付

15人

中央保健センター 15人

９月21日㈬

10月20日㈭

場所・申込先

講義　９時30分～11時
調理実習　11時～13時

開催日 定員 受講時間

※11月は東予保健センター、12月は丹原保健センターで実施予定

中学生の方へ　子宮頸がん予防ワクチンの接種が再開されました！▼ウォーキング教室の日程等　　※申し込みは前日まで受付、祝日・年末年始は休講

10月７日～１月27日の金曜日　　13時30分～15時中央保健センター

日　　　時場所・申込先

10月５日～１月25日の水曜日　　13時30分～15時東予保健センター

10月４日～１月24日の火曜日　　13時30分～15時丹原保健センター

10月５日～１月25日の水曜日　　９時30分～11時小松保健センター

対象　おおむね30歳以上の市民
内容　正しい歩き方やストレッチ運動を習得し、３～５㎞のコースをウォー
　キングします。今年度からポールを使ったノルディックウォーキングも取
　り入れています。定期的に体組成などを測定し、身体状況を評価します。
申込先　９月６日㈫から開催場所の保健センターで受け付けます。教室の開
　催期間中であれば、いつからでも参加でき、参加回数も自由です。

健康生活始めましょう

　子宮頸がん予防ワクチンの接種については、ワクチンの供給量が十分でないことから、接種の差し控えをお願いしてき
ましたが、一定の供給量が確保される見通しとなりましたので、７月20日から中学生の方の接種が再開されました。
　これにより高校１年生・２年生相当の年齢の方を含め、対象者全ての方の接種ができるようになりました。
　ワクチン接種を希望される方は、必ず医療機関へ予約したうえで接種を受けてください。なお、この事業の対象者で西
条市民の方は、接種開始時期にかかわらず、平成24年３月31日まで無料で接種を受けることができます。

９・10月の総合健診日程・場所・申込先 健康診査、肝炎ウイルス検診、がん検診

健康を守るために総合健診を受けましょう！

※総合健診について詳しくは「平成23年度健康カレンダー」をご覧いただ
　くか、各保健センターへお問い合わせください。

健康診査の対象者・内容
●対象者
○平成24年３月31日現在において、
　18～39歳の方、国民健康保険に加入する40～74歳の方
○後期高齢者医療制度の加入者
　（受診日において75歳以上の方等）
●内容
　問診、身体計測、腹囲測定、血圧、検尿、血液検査、診察
※診察結果等に応じて詳細な健診を実施する場合があります。
※75歳以上の方には腹囲測定を実施しません。
肝炎ウイルス検診の対象者・内容
●対象者
　平成24年３月31日現在において、40歳の方、過去に肝炎ウ
イルス検診を受診していない41歳以上の方
●内容　Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス血液検査

がん検診の対象者・内容
●胃がん検診　　対象者：18歳以上の方　　内容：胃部レントゲン
●肺がん検診　　対象者：18歳以上の方　　内容：胸部レントゲン
●大腸がん検診　　対象者：30歳以上の方　　内容：便潜血検査
●腹部超音波検診
　対象者：30歳以上で明治～昭和の奇数年生まれの方
　内容：腹部画像検査
●前立腺がん検診
　対象者：50歳以上の男性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　内容：血液検査（腫瘍マーカー）
●乳がん検診
　対象者：40歳以上の女性で明治～昭和の奇数年生まれの方
　内容：マンモグラフィー検査
　対象者：30歳から39歳の女性で昭和の奇数年生まれの方
　内容：超音波検査（エコー検査）
●子宮頸がん検診
　対象者：18歳以上の女性　　内容：視診・細胞診

受付時間：●…８時30分～11時　　◆…８時30分～10時　　■…８時30分～11時、13時10分～14時　　●…13時10分～14時
　　　　　◎…８時30分～11時（診察時間　９時30分～11時）

大腸 超音波 前立腺 乳エコー乳マンモ 子宮肺
● ● ● ● ●

●

●

●

●

がん検診 申込先実施場所日程

東予保健センター
℡0898－64－5333

中央保健センター
℡0897－52－1215

丹原保健センター
℡0898－68－7300

小松保健センター
℡0898－72－6515

９／７ ㈬
９／18 ㈰
９／21 ㈬
９／29 ㈭
10／19 ㈬
10／24 ㈪
10／28 ㈮
10／29 ㈯
９／26 ㈪
10／５ ㈬

西
条

地
区

東
予

丹
原

小
松

東予保健センター

中央保健センター

中央保健センター

健康診査
肝炎ウイルス検診

● ● ● ● ●
●
● ◎●

● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●

●

●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ● ● ●●
● ● ● ● ■ ●●
● ● ● ● ■ ●●

10／12 ㈬
10／21 ㈮
10／22 ㈯
９／12 ㈪
９／13 ㈫
９／15 ㈭

● ● ● ● ■ ● ●●

丹原保健センター

●● ● ● ● ■ ●●

田野公民館

●● ● ● ● ●●

桜樹公民館 ◆ ◆ ◆ ◆

中川公民館
丹原保健センター

● ● ● ● ■ ●●
９／20 ㈫
10／３ ㈪
９／14 ㈬
10／６ ㈭
10／26 ㈬

小松農村環境改善センター
小松保健センター

小松公民館

● ● ● ● ■ ●●
●● ● ● ● ■ ●●

● ● ● ● ■●
● ● ● ● ■ ●

●

●
●

● ● ● ● ■

●

●

胃

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●● ● ● ● ■ ●● ●
◆◆
●
●
●
●
●
●

飯岡公民館
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４
㈰
11
㈰
18
㈰
19
㈪
23
㈮
25
㈰

１
㈭
２
㈮
３
㈯
５
㈪
６
㈫
７
㈬
８
㈭
９
㈮

14
㈬

13
㈫

12
㈪

10
㈯

20
㈫

17
㈯

16
㈮

15
㈭

21
㈬
22
㈭
24
㈯
26
㈪
27
㈫
28
㈬
29
㈭

９時から18時まで

18時から22時まで 18時から22時まで

日

日 日

内　　　科

内　　　科

外　　　科

外　　　科 内　　　科 外　　　科

内　　　科 外　　　科

30
㈮

休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院

18時から22時まで

愛媛の救急医療を守る１４３万人の県民運動

愛救１４３運動実施中！
　愛救１４３運動は、救急医療をはじめとした地域医療を維持・確保し、
適切な医療を提供するために、医療機関や救急車の適切な利用を心がけて
いただく取り組みです。
　近年の医師不足に加えて、休日や夜間に救急病院に軽症の患者が集中す
ることで医師の負担が大きくなっていることや、安易な呼び出しで救急車
の出動回数が増加し、重症患者の搬送に困るケースも増加しています。

地
域
の
医
療
は

　

私
た
ち
の
心
構
え
で
守
ろ
う
！
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標
準
和
名
を
「
ア
ラ
カ
シ
」
と

い
う
一
般
的
に
自
生
し
て
い
る
種

で
す
が
、
こ
の
樫
は
そ
の
中
で
は

県
下
最
大
の
巨
木
で
す
。
数
百
年

の
歴
史
を
刻
ん
だ
主
幹
の
根
元
部

分
は
大
き
く
空
洞
化
し
支
柱
が
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
梢

こ
ず
え
で
は
枝
葉

が
力
強
く
繁
茂
し
て
い
ま
す
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河
之
内
地
区
に
は
こ
の
山
樫
に

ま
つ
わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
木
の
根
元
に
祭
ら

れ
て
い
る
若
宮
が
戦
国
時
代
の
首

塚
だ
と
い
う
の
も
そ
の
一
つ
で
す
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取
材
を
終
え
て
帰
ろ
う
と
し
た

時
、
幹
に
開
い
た
洞
の
奥
か
ら
這

い
出
た
冷
気
に
首
筋
を
撫
で
ら
れ

た
よ
う
な
気
が
し
て
振
り
返
り
ま

し
た
が
、
蝉せ

み

時
雨
の
な
か
夏
の
日

差
し
を
浴
び
た
山
樫
が
悠
然
と
そ

び
え
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

N

JA 周桑庄内支所
庄内公民館

観
念
寺
卍

本谷公園
キャンプ場

河之内浄水場

夜討ヶ窪の山樫

155

▲

主
幹
は
コ
ケ
に
覆
わ
れ
て
お
り
過
ぎ
た
時
間
の
長
さ
を
思
わ
せ
る

樹勢を維持しているのが不思議に思え
るほど、漆黒の広がる空洞は大きい

第
75
回　

 

夜  

討  

ケ  

窪  

の  

山  

樫

平成23年7月末日現在
住民基本台帳登録数 (  )内は前月比

人　口　114,346 人（＋81人）

　男　　  54,832 人 （＋33人）

　女　　  59,514 人 （＋48人）

世　帯　  48,407世帯（＋45世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　７月の終わりに、東北の被災地へ
視察に行きました。実際に自分の目
で見る津波の現場はすでにガレキが
片付けられているところも多く、何
もない街が広がっていました。　　
　ここで多くの人が笑って生活して
いたのだと思うと本当にいたたまれ
ない気持ちになりましたが、東北で
出会った方は想像以上に明るく元気
で、こちらが驚いてしまいました。
　自然の力の恐ろしさ、人間の強さ
を改めて感じました。震災から５カ
月が過ぎましたが、東北の復興を願
うばかりです。　　　　　　      (Ｒ)

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.73　ツルシギ（旅鳥）
　全長32㎝、赤く長い脚とくちばしが特徴の中型のシギです。
春の渡り期に見られる夏羽では全身黒色に換羽します。よく似
たアカアシシギとは大きさ（全長28㎝）、くちばしの長さ、飛
翔時の翼の模様などで見分けられます。西条では、禎瑞・氷見
蛭子・高須の水田やハス田など淡水域の湿地に時々飛来します。
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９/９　 ～ ９/19 月金
10時～18時　総合文化会館展示室
　水豊かなふるさと西条で育ち、その作品にも水の
イメージを表現したものが多く、幼少期に描いた色
彩が現在の作品にも表現されています。
　一人でも多くのふるさとのみなさんを会場でお待
ちしております。（コメント：桑名正子氏）

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】 毎週月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

小ホール市内小・中・高等学校児童生徒による人権意識を高める
ためのポスター・標語の展示　　※10日は20時、11日は16時まで展示

土
日 9：00

市教育委員会人権教育課 ℡0897－52－1360無　料
10
11

９

大ホール差別をなくする市民の集い日11 13：00 13：30
大ホール鶯哥塾歌謡祭日18 鶯哥塾 ℡0898－64－2141無　料9：00 9：30

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】 毎週月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、27日㈫

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

水

小ホール
小ホール

小ホール

大ホール

展 示 室

℡0897－56－0300

芸術文化地産知賞シリーズ Saijo Bonjour de France ～西条からパリ そして西条へ２～
桑名正子絵画展（会期中作家来場）　　　※18時まで展示

社の調べVol.９ 関西２期会新人によるコンサート
～秋風に寄せる歌の調べ～

西条中央病院市民健康教室
社交ダンスパーティー

土
日

10
11

10：00

14：00
11：30

14：30
12：00

小ホール
大ホール

友の会恒例　生バンド演奏でおくる　うたごえ喫茶木22
金23

土17

18：00 18：30

18：00 18：30

第７回西条市老人福祉大会

愛媛県警音楽隊　西条ふれ愛コンサート

木29

13：00 13：30

大ホール

総合文化会館 ℡0897－53－5500

総合文化会館 ℡0897－53－5500

竹ダンス（若原）
西条中央病院総務課

ワンコイン・シネマ in 西条
　①煙突の見える場所（9：30～11：18）
　②お早よう（11：40～13：14）
　③名もなく貧しく美しく（13：40～15：48）
　④裸の島（16：10～17：46）　　　　　　※完全入れ替え制

大ホール

℡0897－56－6348

総合文化会館友の会事務局 ℡0897－53－5500
西条警察署 ℡0897－56－0110

西條歴史文化事業実行委員会（塩出） ℡0897－56－8802

７

9：10 松田歌謡教室 ℡0897－57－9209

西条市高齢介護課 ℡0897－52－1292

9：30演歌の祭典　松田歌謡教室日４ 無　料

無　料

無　料

無　料
無　料

無　料
小ホール日25 坂田誠山・木村玲子　邦楽ジョイントコンサート 16：00 16：30

9：00 9：30
㈳日本尺八連盟四国支部 ℡0898－72－45532500円

1000円

1000円

各500円

９

～

19

金

～

月

火10/４ 18時30分開演　総合文化会館小ホール
入場料　一般：1,000円、高校生以下：500円

日11/20 14時開演　総合文化会館大ホール
入場料　一般：2,000円、高校生以下：1,000円

２日間の通しチケットもあります。お問い合わせは総合文化会館まで。

土11/12 15時30分開演　丹原文化会館大ホール
平成22年度の実績
　第58回全日本吹奏楽コンクール銀賞
　第38回マーチングバンド全国大会金賞
入場料　一般：2,000円（当日：2,500円）
　高校生以下：1,000円（当日：1,500円）
　丹原文化会館、総合文化会館などで
　９月３日㈯からチケット発売開始！


